
目
次 

１ 

号 

昭
和
四
〇
(1

9
6
5

-
一
〇
・
一
〇  

砂
に
書
か
れ
た
記
録 

―

鷗
外
記
念
館
が
建
つ
ま
で―

 

 
 
 
 

森 

於
菟 

挨
拶
;
鷗
外
記
念
講
演
会
? 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
誠
一
郎 

森
鷗
外
記
念
講
演
会 

講
演
要
旨 

 
 

近
代
文
学
に
於
け
る
鷗
外
の
位
置 
 
 
 
 
 

伊
藤 

整 

S
か
の
や
う
に
V
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 

  
松
本
清
張 

鷗
外
の
蹤
跡 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
唐
木
順
三 

S
鷗
外
を
め
ぐ
る
人
々
V
講
演
梗
概 

 
 
 
 

小
田
切
秀
雄 

坪
内
逍
遥―

没
理
想
論
争
;
逍
鷗
論
争
?
の
意
義―

  
 
 
 
 
 
 

   

鷗
外
と
与
謝
野
寛
・
晶
子 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
間
進
一 

小
山
内
薫
の
こ
と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
崎
宏
次 

上
田
敏
先
生
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
野
禾
積 

森
し
げ
女
の
S
あ
だ
花
V 
 
 
 
 
 
 
 
 

渋
川 

驍 

鷗
外
先
生
と
修
と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
出 

禾 

死
に
臨
ん
で
の
遺
言
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 

野
田
宇
太
郎 

新
資
料
§
書
簡
二
種
三
通
¬                                         

森
鷗
外
略
年
譜 

 
 

 

森
鷗
外
文
学
碑
;
一
?
§
小
倉
¬ 

野
田
宇
太
郎
別
刷
写
真 

編
輯
党
え
書 

２
号 

昭
和
四
一
(1

9
6
6

-
三
・
三
一 

常
磐
会
と
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

古
川
清
彦 

S
伴
戦
扶
労
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
海
竹
蔵 

観
潮
閣
と
印
絆
纒 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

森 

富
貴 

賀
古
書
簡
か
ら
見
た
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
原
純
一 

賀
古
書
簡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

松
原
純
一 

賀
古
鶴
略
年
譜 

編
輯
覚
え
書         

 
 
 
 
 
 
 
 

   

松
原
純
一 

３
号 

昭
和
四
二
(1

9
6
7

- 

七
・
九 

 

S
青
年
V
の
小
泉
純
一 
 
 
 
 
 
 
 

    

澁
川 

驍 
手
柬
を
通
し
て
み
た
鷗
外
と
逍
遙 
 
 
 

    

本
間
久
雄 

鷗
外
先
生
に
お
目
に
か
か
ら
ざ
る
の
記 
 

    

石
田
幹
之
助 

権
威
の
意 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
堀
杏
奴 

散
歩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

森 

類 

鷗
外
病
歿
の
前
後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

小
金
井
良
一 

伯
父
の
想
い
出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

岸 

三
二 

森
家
の
墓
地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

長
谷
川
泉 

鷗
外
家
系
考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

関 

良
一 

鷗
外
博
士
の
こ
と―

二
葉
亭
追
憶
文
な
ど―

 
 
 

  

嘉
治
隆

一 

森
鷗
外
先
生
を
偲
ぶ 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

田
口
文
太 

鷗
外
に
つ
い
て
の
想
い
出 

 

 

浅
見
淵 

久
松
潜
一 

薄
金
兼
次
郎 

入
江
為
常 

田
中
憲
三 

 

森
澄
泰
文 

岡
田
正
弘 

山
内
義
雄  

服
部
嘉
香 

入
江
克
巳 

高
橋
邦
太
郎 

和
田
光
子 

萩
谷
好
之
助 

上
野
精
一 

蘆
原
英
了 

 

後
藤
末
雄 

細
田
源
吉 

森
田
た
ま 

有
島
生
馬 

平
塚
ら
い
て
う 

藤
浪 

和 

神
近
市
子 
 

徳
田
一
穂 

荒
畑
寒
村 

宮 

芳
平 

賀
古
書
簡
;
続
?
小
金
井
良
精 

森
於
菟
宛 

編
輯
党
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

川
崎 

宏 

４
号 

昭
和
四
三
(1

9
6
8

-
一
一
・
三
〇  

即
興
詩
人
小
解 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
柳
大
五
郎 

e
雁
g
の
モ
デ
ル
と
開
成
学
校
・
医
学
校 
 
 

佐
藤
良
雄 

鷗
外
と
虫
明
久
平 

森
於
菟
r
虫
明
久
平
両
博
士
に
捧
げ
る 

 
 
 
 

横
尾
安
夫 

鷗
外
の
生
年
と
戸
籍
と
旧
居 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

鷗
外
の
ベ
ル
リ
ン
の
家 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

眞
章 

新
資
料 

鷗
外
書
簡 

中
原
渉
宛 
 
 
 
 

川
崎 

宏 

小
野
節
宛 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 

S
福
岡
日
日
新
聞
V
掲
載
記
事                                         

鷲
原
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
馬
場
§
津
和
野
¬ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

別
冊
写
真 



編
輯
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎 

宏 

５
号 

昭
和
四
四
(1

9
6
9

-
五
・
二
五 

 

鷗
外
を
怒
ら
せ
た
近
松
秋
江
の
作
品 

 

―

鷗
外
の
S
本
家
・
分
家
V
と
秋
江
の
e
再
婚
g―

 

 

成
瀬
正
勝 

鷗
外
と
ベ
ル
リ
ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

篠
原
正
瑛 

 

―

e
舞
姫
g
e
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
g
e
妄
想
g
の
跡
を
訪
ね
て―

 

ミ
«
ン
ヘ
ン
と
S
う
た
か
た
の
記
V        
 

野
田
宇
太
郎 

古
い
写
真
に
寄
せ
て                      
森 

富
貴 

遺
墨
二
点              

 
 
 
 
 
 
 
 

蓮
元
啓
文 

三
明
永
無
氏
蔵
の
S
森
林
太
郎
V
標
札      

 

長
谷
川
泉 

編
輯
覚
え
書            

 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎 

宏 

６
号 

昭
和
四
五
(1

9
7
0

-
一
〇
・
三
〇 

 

森
鷗
外
と 

聖
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

野
溝
七
生
子 

鷗
外
と
ベ
ル
リ
ン
;
続
? 
 
 
 
 
 
 
 
 

篠
原
正
瑛 

鷗
外
遺
言
碑
建
立
の
記
録 

§
遺
言
碑
写
真
・
碑
陰
刻
文
・
設
計
図
¬  

鷗
外
遺
言
碑
建
立
趣
意 

遺
言
書
周
辺 
 
 

  

野
田
宇
太
郎 

除
幕
の
日
に―

挨
拶
に
代
へ
て 

 
 
 
 

 

 

  

野
田
宇
太
郎 

古
き
う
つ
し
画
に
ゆ
か
り
求
め
て 
 
 
 

    

森 

富
貴 

ゆ
か
り
な
き
人
の
絵
§
附
言
¬ 

            

長
谷
川
泉 

Ï
資
料
Ð
鷗
外
の
演
説
S
勤
務
ト
学
会
ト
ノ
関
係
V
要
旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    

伊
達
一
男 

S
海
外
通
信
V
に
附
せ
ら
れ
た
鷗
外
註
釈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

伊
達
一
男 

編
輯
覚
え
書                  

長
谷
川
泉   

川
崎 

宏 

７
号 

昭
和
四
五
(1

9
7
0

-
一
二
・
一
五 

 

森
鷗
外
と
Ｅ
・
メ
チ
ニ
コ
フ 
 
 
 
 
 
 

   

小
堀
桂
一
郎 

鷗
外
先
生
と
美
術
解
剖
学 
 
 
 
 
 
 

    

西
田
正
秋 

森
鷗
外
の
医
学―

森
於
菟
先
生 

の
御
霊
前
に―

 
 

  

横
尾
安
夫 

性
の
啓
蒙          

 
 
 
 
 
 
 
 

    

河
村
敬
吉 

森
鷗
外
S
北
遊
記
V
管
見 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
村
欽
吾 

―

弘
前
を
中
心
に―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
台
湾
に
あ
ô
た
鷗
外
遺
品
に
つ
い
て 
 
 

    

蔡 

錫
圭 

森
鷗
外
と
武
島
務 
 
 
 
 
 
 

    

 
―

鷗
外
伝
の
欠
落
の
部
分
と
し
て
の
補
説―

 
 
 

   

長
谷
川
泉 

資
料
S
門
司
新
報
V
の
鷗
外
関
係
記
事         

長
谷
川
泉 

森
鷗
外
四
十
九
回
忌        
 
 

   

長
谷
川
泉 

別
刷
写
真 

編
輯
覚
え
書                             

長
谷
川
泉 

８
号 

昭
和
四
六
(1

9
7
1

-
三
・
二
〇 

 

森
鷗
外
と
聖
書
;
二
? 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

 

野
溝
七
生
子 

―

靑
柳
ま
さ
じ
樣
に
さ
ゝ
ぐ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

小
倉
の
地
と
人
と 

―

鷗
外
の
周
辺―

 
 
 

    

小
林
安
司 

鷗
外
と
歌
;
お
ぼ
え
が
き
? 
 
 
 
 
 
 

   

岡
野
他
家
夫 

陸
渇
南
ゆ
か
り
の
人
 々
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
村
欽
吾 

鷗
外
・
鶴
所
と
加
藤
拓
川―

賀
古
書
簡
に
触
れ
て―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

S
尾
花
集
V
と
鷗
外 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

   

渋
谷
宗
光 

武
士
の
影 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

森 

類 

ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
て                 

や
ま
だ
と
お
る 

懐
旧
の
津
和
野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

森 

富
貴 

森
鷗
外
四
十
九
回
忌
記
録                  

長
谷
川
泉 

―

資
料―

S
門
司
新
報
V
の
鷗
外
関
係
記
事
;
続
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

編
輯
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

９
号 

昭
和
四
六
(1

9
7
1

-
六
・
二
〇 

 
 

森
鷗
外
五
十
回
忌
記
念
特
集 

禅
と
花 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 

  

岡
崎
義
恵 

鷗
外
と
S
宮
中
某
重
大
事
件
V 
 
 
 
 
 
 

 

古
川
清
彦 

鷗
外
と
ベ
ル
リ
ン
;
三
? 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

篠
原
正
瑛 

S
に
わ
せ
き
し
よ
う
V
の
花 
 
 
 
 
 
 
 

 

亀
井
茲
建 

私
の
S
大
発
見
V 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

杉
森
久
英 

哲
人
森
鷗
外
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

濱
隆
一
郎 

鷗
外
詩
書
二
三 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

賀
古
弓
弦 

觀
潮
樓 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

森 

類 



五
十
回
忌
を
迎
え
て
心
に
浮
ぶ
こ
と
ど
も 
 
 

 

森 

富
貴 

鷗
外
の
思
い
出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

木
嶋
武
夫 

葉
巻
と
古
本
の
黴
の
匂
ひ                

 

 

高
橋  

巖 

情
緒
教
育 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

森 

茉
莉 

因
縁                                   

小
堀
杏
奴 

鷗
外
周
辺
の
こ
と 
 
 
 
 

               

中
村 

哲 

S
月
草
V
に
つ
い
て                       

久
松
潜
一 

森
鷗
外
作 

S
う
た
か
た
の
記
V      

ト
マ
ス
・
Ｅ
・
ス
ワ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

武
田
勝
彦
・
油
野
良
子 
共
訳 

S
百
物
語
V
と
鹿
島
清
兵
衛 
 
 
 
 
 
 
 

渋
川 

驍 

森
鷗
外
と
聖
書
;
三
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
溝
七
生
子 

―

S
フ
ア
ウ
ス
ト
考
V―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

森
鷗
外
と
ド
イ
ツ
留
学                    

長
谷
川
泉 

鷗
外
と
言
文
一
致          

 
 
 
 
 
 

  

山
本
正
秀 

千
駄
木
町
五
十
七
番
地
跡
の
建
碑            

長
谷
川
泉 

編
輯
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

１０
号
昭
和
四
七
(1

9
7
2

-
一
・
一
九 

e
伊
沢
蘭
軒
g
補
遺
と
正
誤 
 
 
 
 
 
 
 

富
士
川
英
郎 

森
鷗
外
と
英
米
文
學 
 
 
 
 
 

    

 
 
 

吉
武
好
孝 

鷗
外
の
S
近
業
解
題
V 
 
 
 

   

 
 
 
 

 

篠
原
正
瑛 

森
と
鷗
外
と
聖
書
;
四
?  

 
 
 
 
 
 
 

  

野
溝
七
生
子 

鷗
外
の
焼
芋              

 
 
 
 
 

    

野
田
宇
太
郎 

森
鷗
外
の
原
稿 
 
 
 
 

                

横
尾
安
夫 

鷗
外
文
学
に
お
け
る
人
間
性
の
研
究
Ⅰ        

河
村
敬
吉 

矢
頭
良
一
の
こ
と 

―

あ
る
発
明
家
の
生
涯―

      

小
林
安
司 

§
資
料
¬
森
鷗
外 

未
発
表
書
簡 

  

 

      

長
谷
川
泉 

鷗
外
;
第
一
号
�
第
十
号
?
総
目
録 

編
集
覚
え
書  

 
 
 
 
 

      

長
谷
川
泉   

川
崎 

宏 

１１
号
昭
和
四
七
(1

9
7
2

-
七
・
九 

鷗
外
書
簡
三
通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

川
田 

茂
一 

―

中
村
不
折
宛―

 
 
 
 
 
 
 
 

                       

鷗
外
書
簡
集
の
こ
と
な
ど 
 
 

   

 

      

富
士
川
英
郎 

森
鷗
外
と
聖
書
;
五
? 
 
 
 
 
 
 

   

 

野
溝
七
生
子 

鷗
外
と
ド
�
デ                      

 
 

 

富
田 

仁 

 
―

S
戰
僧
V
rS
盲
帝
の
曲
V
を
め
ぐ
ô
て―

 
 
 
 

   

 
 
 

 

§
本
人
申
出
に
よ
り
削
除
¬ 

鷗
外
文
学
に
於
け
る
人
間
性
の
研
究
Ⅱ      

 

 

河
村
敬
吉 

慊
堂
日
暦
の
こ
と―

森
鷗
外
博
士
と
父
桂
湖
村―

 

 

丹
藤
寿
恵
子 

森
鷗
外
の
e
戦
論
g
訳
述 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

小
林
安
司 

   

 
 

 

 

―

新
資
料
に
ふ
れ
て―

 

Ï
資
料
Ð 

森
鷗
外
未
発
表
書
簡
;
続
? 
 
 

  

 
 
 
 

長
谷
川 
泉 

S
ロ
オ
ト
年
報
V
中
鷗
外
の
寄
稿
及
び
濁
文
の
S
陸
軍
軍
醫
學

校
V
に
つ
い
て                        

 

小
堀
桂
一
郎 

福
間
博
の
履
歴 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 

 

長
谷
川
泉 

英
訳 

安
井
夫
人
§
英
文
¬ 

 

デ
«
ヴ
«
­
ド
・A

・
デ
«
ル
ワ
�
ス 

J

・
ト
�
マ
ス
・
ラ
イ
マ
� 

編
集
後
記                      

長
谷
川
泉  

川
崎 

宏 

１２
号
昭
和
四
八
(1

9
7
3

-
三
・
一 

森
鷗
外
と
聖
書
;
六
?                    

野
溝
七
生
子 

        
―

S
フ
ア
ウ
ス
ト
考
V―

 
 
 
 
 
 
 

       

鷗
外
と
周
易 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

鷗
外
文
学
に
於
け
る
人
間
性
の
研
究
Ⅲ 
 

    

河
村
敬
吉 

鷗
外
論
考
資
料
二
r
三                    

長
谷
川
泉 

e
雁
g
の
作
品
分
析                      

三
枝
康
高 

e
澀
江
抽
斎
g
を
め
ぐ
ô
て  

  
―

渋
江
保
の
こ
と―

                          

佐
藤
孝
己 

e
鷗
外
漁
史
と
は
誰
ぞ
g
を
め
ぐ
る
反
響      

竹
盛
天
雄 

鷗
外
の
逸
文
r
そ
の
ほ
か
;
一
?            

伊
達
一
男 

澀
江
抽
齋
と
佐
藤
元
萇                    

中
井
義
幸 

S
无
妄
談
V
に
つ
い
て                    

伊
達
一
男 

S
し
が
ら
み
草
紙
V
論       

ジ
Í
�
ム
ス
・R

・
モ
リ
タ 



                           

 
 

  

 
 
 

油
野
良
子 

e
阿
部
一
族
g
シ
ン
ポ
ジ
ウ
«
ム       

武
田
勝
彦
§
等
¬ 

  

ハ
ワ
イ
大
学
東
ア
ジ
ア
文
学
部
学
生   

木
村
康
男
§
訳
¬ 

英
訳
S
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
V
雑
感         

武
田
勝
彦 

編
輯
覚
え
書                             

長
谷
川
泉 

                                       

川
崎 

宏 

１３
号 

昭
和
四
八
(1

9
7
3

-
七
・
九 

森
鷗
外
と 

聖
書 

;
七
?                   
野
溝
七
生
子 

鷗
外
と
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
作
品           
北
垣
あ
つ
し 

鷗
外
文
学
に
於
け
る
人
間
性
の
研
究 

Ⅵ       

河
村
敬
吉 

鷗
外
論
考
資
料
二
r
三 

;
２
?             

長
谷
川
泉 

鷗
外
の
逸
文
r
そ
の
ほ
か
;
二
?            

伊
達
一
男 

銀
の
猫                                

馬
嶋
春
樹 

団
子
坂
の
思
ひ
出                        

矢
崎
登
吉 

編
輯
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

                                      

川
崎 

宏 

１４
号 

昭
和
四
九
(1

9
7
4

-
三
・
一
五 

鷗
外
と
い
う
号
に
つ
い
て                  

岡
田
正
弘 

森
鷗
外
の
独
逸
日
記
と
緒
方
惟
直            

大
藤
敏
三 

ベ
ネ
チ
ア
秘
唱                          

大
藤
敏
三 

高
山
正
之
と
森
鷗
外                    

野
田
宇
太
郎 

S
諸
國
物
語
V
か
ら―

鷗
外
の
フ
ラ
ン
ス 
 
 

高
橋
邦
太
郎 

塡
詞
鈔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬
嶋
春
樹 

鷗
外
と
熊
本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
山
喩
義 

鷗
外
博
士
の
御
入
門
と
そ
の
前
後 
 
 
 
 
 

丹
藤
壽
恵
子 

鷗
外
の
逸
文
・
そ
の
ほ
か
;
三
? 
 
 
 
 
 

伊
達
一
男 

福
間
博
の
妻
婦
美
女
の
こ
と 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

津
和
野
の
鷗
外
遺
言
碑 
 
 
 
 
 
 
 

    

野
田
宇
太
郎 

成
瀬
正
勝
氏
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

川
埼 

宏 

１５
号 

昭
和
四
九
(1

9
7
4

-
一
一
月
・
三
〇 

エ
リ
ス
S
事
件
ノ
独
乙
婦
人
V 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

e
山
椒
大
夫
g
と
e
即
興
詩
人
g 
 
 
 
 
 
 

剣
持
武
彦 

S
森
鷗
外
と
聖
書
V
に
就
て 

 

―

事
實
誤
認
r
誤
記
r
誤
植
訂
正
の
件―

 
 

      

野
溝
七
生
子 

S
森
鷗
外
V
論
へ
の
散
歩                  

大
島
吉
之
助 

 

鷗
外
と
い
う
号
に
つ
い
て                 

 

中
井
義
幸 

S
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
脚
本
V
の
書
誌
的
問
題  

 

清
田
文
武 

観
潮
楼
周
辺
の
思
い
出                    
 

矢
崎
登
吉 

資
料
紹
介 

Japan und seine G
esundheitspflege    

 

 
横
尾
安
夫 

鷗
外
;
第
十
一
号
�
第
十
四
号
?
総
目
録 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

１６
号 

昭
和
五
〇
(1

9
7
5

-
一
・
三
〇 

森
鷗
外
と
医
学
§
講
演
¬                  

丸
山
博 

 

質
疑
応
答 

長
谷
川
泉 

今
井 

久 

小
堀
杏
奴 

野
田
宇
太
郎 

坂
野
和
雄 

吉
野
俊
彦 

岡
部
宗
雄 

津
山
直
一 

リ
チ
3
�
ド
・
バ
ウ
リ
ン
グ 

註
と
補
遺                              

丸
山
博 

フ
ラ
ン
ツ
・
ホ
フ
マ
ン
教
授                

伊
達
一
男 

小
倉
で
r
鷗
外
に
仕
え
た
女
中
・
木
村
モ
ト    

陣
山 

綏 

石
桂
堂
の
詩
と
肖
像
画                    

大
欣
一
馬 

鷗
外
の
名
刺                            

窪
田
久
良
子 

鷗
外
;
第
八
号
�
第
十
五
号
?
総
目
録 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

１７
号 

昭
和
五
〇
(1

9
7
5

-
七
月
・
一 

S
舞
姫
V
再
論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渋
川 

驍 

M
ARTYLU

M

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大
島
田
人 

大
塩
平
八
郎
と
湯
川
麑
洞
と
佐
藤
春
夫 
 
 
 

佐
藤
良
雄 

e
小
嶋
寶
素
g
考                        

山
崎
一
穎 

S
エ
リ
ス
V
と
い
う
名
に
つ
い
て            

中
井
義
幸 

 

衛
生
新
篇
を
め
ぐ
ô
て                   

浅
井
卓
夫 



鷗
外
博
士
と
南
洋
松
と
叔
父                

丹
藤
寿
恵
子 

森
家
の
追
想
な
ど                        

矢
崎
登
吉 

鷗
外
論
考
四
つ                          

長
谷
川
泉 

鷗
外
と
S
千
住
の
家
V 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

勝
山
準
四
郎 

森
鷗
外
と
平
野
万
里                      

八
角 

真 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

１８
号 

昭
和
五
一
(1

9
7
6

-
一
・
一
九 

ブ
レ
­
ト
・
ハ
�
ト
の
S
洪
水
V
に
つ
い
て    
武
田
勝
彦 

S
舞
姫
V
を
め
ぐ
る
補
註
的
考
証            
川
上
俊
之 

 

―

S
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ラ
イ
プ
ト
ロ
イ
V
の
こ
と
等―

 
 
 
 

    
 
 
 
 
 

    

e
賤
の
お
だ
ま
き
g
考    

 
 
 
 
 
 
 

  

前
田 

愛 

e
阿
部
一
族
g
論
・
補
説                  

蒲
生
芳
郎 

 
―

柄
本
又
七
郎
手
負
い
の
場
面
を
め
ぐ
ô
て―

         

森
鷗
外
と
外
崎
覚 

―

e
渋
江
抽
斎
g
余
聞―

   

  

川
村
欽
吾 

統
計
論
争                              

伊
達
一
男 

 

―

S
医
師
と
し
て
の
森
鷗
外
V 

第
二
部
の2

―
       

e
小
嶋
寶
素
g
考
補
遺―

e
塙
系
譜
g
に
つ
い
て―

 

山
崎
一
穎  

椰
子
実                                

丹
藤
寿
恵
子 

的
矢
の
霞
亭
遺
跡                        

長
谷
川
泉 

写
真
・
鷗
外
文
学
散
歩                    

長
谷
川
泉 

鷗
外
;
第
九
号
�
第
十
七
号
?
総
目
録  

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川
泉 

１９
号 

昭
和
五
一
(1

9
7
6

-
七
・
九 

座
談
会 

鷗
外
の
人
間
像
を
語
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

長
谷
川
泉
§
司
会
¬ 

小
堀
桂
一
郎 

リ
チ
3
�
ド
・
バ
ウ
リ
ン
グ 

                 

小
堀
杏
奴 

野
田
宇
太
郎 

鷗
外
と
ロ
オ
ト                          

横
尾
安
夫 

仮
面                                  

長
谷
川
泉 

書
評  J. T. 

ラ
イ
マ
�
教
授
の
e
森
鷗
外
g   

武
田
勝
彦 

鷗
外
博
士
の
御
入
門
ま
で                  

丹
藤
寿
恵
子 

S
花
子
V
に
つ
い
て                      

滝
島
美
紀 

鷗
外
資
料
四
つ                          

長
谷
川 

泉 
S
陸
軍
衛
生
教
程
V
を
書
く 
 
 
 
 
 
 
 

伊
達
一
男 

 

―

S
医
師
と
し
て
の
森
鷗
外
V
第
二
部
の3

―
         

知
的
自
由
の
圧
迫
に
対
す
る
鷗
外
の
反
応 

             

 
 
 

ヘ
レ
ン
・M

・
ホ
­
パ
� 

木
村
康
男 

観
潮
楼
の
復
元
図
が
出
来
る
ま
で
§
バ
�
ス
・
平
面
図
付
¬ 

                                       

井
越
昌
司 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川
泉 

２０
号 

昭
和
五
二
(1

9
7
7

-
一
・
一
九 

e
文
づ
か
ひ
g
紀
行                       
川
上
俊
之 

 

―

ザ
ク
セ
ン
軍
国
秋
季
演
習
に
お
け
る
鷗
外
の
軌
跡―

 
 

        

鷗
外
と
ポ
�                             

宮
永 

孝 

―

ポ
�
の
訳
者
と
し
て
の
鷗
外―

                  

名
倉
書
簡
に
つ
い
て
r
そ
の
他               

長
谷
川
泉 

森
林
太
郎
の
戸
籍
・
於
菟
の
出
生             

田
中 

実 

鷗
外
・
独
歩                             

佐
藤
孝
己 

山
田
温
泉
と
鷗
外                         

渋
川 

驍 

鷗
外
と
信
州 

―

み
ち
の
記
を
め
ぐ
ô
て―

     

赤
羽
貞
雄 

お
出
合
い                              

丹
藤
寿
恵
子 

S
衛
生
新
論
V                          

伊
達
一
男 

―

S
医
師
と
し
て
の
森
鷗
外
V
第
二
部
の10 

―

 
 

                   

賓
和
閣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

類 

座
談
会 

鷗
外
に
お
け
る
日
本
と
西
洋 

  

長
谷
川
泉
§
司
会
¬ 

竹
盛
天
雄 

神
田
孝
夫       

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川
泉 

２１
号 

昭
和
五
二
(1

9
7
7

-
七
・
九 

卽
興
詩
人
メ
モ
;
上
?                     

塚
田
孝
雄 

S
堺
事
件
V
再
論                         

小
泉
浩
一
郎 

   
―

鷗
外
は
体
制
イ
デ
オ
ロ
�
グ
か―

                

S
エ
リ
ス
V
考 

―

鷗
外
と
ギ
リ
シ
ア
神
話―

         

篠
原
正
瑛 

S
阿
部
一
族
V
の
冒
頭
文
か
ら
核
心
ヘ 

      

 

福
本 

彰 

 

 ―

�
自
然
�
と
�
意
地
�
の
相
克
・
陥
穿
の
問
題―

 
 
 
 
 
 
 
 

             



森
鷗
外
小
倉
在
任
中
の
母
宛
書
簡
の
研
究 

 

―

錯
簡
を
主
と
し
て―

 
 
 
 
 
 

 

 

        

川
田
国
芳 

羽
鳥
千
尋
考 

―
S
千
尋
手
柬
V
に
ふ
れ
て―

       

大
井
恵
夫 

e
文
づ
か
ひ
g
紀
行
補
遺                  

川
上
俊
之 

 

編
集
覚
え
書                           

長
谷
川
泉 

２２
号 

昭
和
五
三
(1

9
7
8

-
一
・
一
九 

e
雁
g
と
鷗
外
の
隠
し
妻
児
玉
せ
き          

吉
野
俊
彦 

 

囚
は
れ                               
小
堀
杏
奴 

S
う
た
か
た
の
記
V
考                    
長
谷
川
泉 

卽
興
詩
人
メ
モ
;
下
?                    

塚
田
孝
雄 

鷗
外
・
再
活
躍
へ
の
一
視
点 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
國
紀 

 

―

新
聞
記
者
に
よ
る
暴
行
事
件
の
意
味―

                

S
エ
リ
ス
V
再
考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

S
衛
生
学
大
意
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
達
一
男 

 

―

医
師
と
し
て
の
森
鷗
外 

第
二
部
１２―

   

e
近
代
名
作
鑑
賞
g
に
つ
い
て
の
雑
談 
 
 
 

稲
垣
達
郎 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

鷗
外
;
第
九
号
�
第
二
十
一
号
?
総
目
録 

２３
号
昭
和
五
三
(1
9
7
8

-
七
・
九 

明
治
末
年
ご
ろ
の
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
出  

禾 

 

―

平
出
修
S
未
定
稿
V
を
め
ぐ
ô
て―

 

  

鷗
外
と
ベ
ル
リ
ン
;
四
? 
 
 
 
 
 
 
 
 

篠
原
正
瑛 

 

ふ
た
た
び
第
三
の
下
宿
の
³
謎
µ
に
つ
い
て―

  

S
椙
原
品
V
試
論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須
田
喜
代
次 

 

 

―

陸
軍
退
官
期
の
鷗
外
を
ふ
ま
え
つ
つ―

 

  

再
び
諸
家
の
鷗
外
論
に
対
す
る
い
さ
さ
か
の
疑
念 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嘉
部
嘉
隆 

お
茶
子
役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
藤
寿
恵
子 

銚
子
と
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
角 

真 

 

―

脇
田
茂
市
と
森
家
の
お
手
伝
さ
ん
た
ち―

 

日
清
戦
争
と
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

  

伊
達
一
男 

 

―

医
師
と
し
て
の
森
鷗
外
第
二
部
１４―

 
鷗
外
研
究
家
伊
達
一
男
の
四
半
世
紀
;
上
? 
 

丸
山 

博 
伊
達
一
男
日
記
;
抄
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
山 

博 

送
り
火
の
歌 

義
兄
・
伊
達
一
男
に
捧
ぐ 
 
 

山
村
一
平 

e
伊
達
一
男
氏
を
し
の
ぶ
会
g
発
言
要
旨 
 
 

下
戸
明
夫 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

２４
号 

昭
和
五
四
(1

9
7
9

-
一
・
一
九 

S
灰
燼
V
の
構
造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

森
鷗
外
小
倉
在
任
中
の
母
宛
書
簡
の
研
究 
 
 

川
田
国
芳 

 

―

錯
簡
を
主
と
し
て 

そ
の
２―

              

陸
軍
同
期
生
間
で
の
鷗
外
の
序
列 
 
 
 
 
 

浅
井
卓
夫 

 

―

鷗
外
と
菊
池
常
三
郎―

 

森
鷗
外
と
岳
父
荒
木
博
臣 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

 

―

漢
詩
文
集
e
猶
存
詩
鈔
g
を
中
心
に―

 
 
 
 
 
 

   

S
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
V
考
;
上
? 
 
 

福
本 

彰 

 

―

改
作
問
題
へ
の
一
視
点
か
ら―

 
 
 
 
 

   

鷗
外
研
究
家
伊
達
一
男
の
四
半
世
紀
;
中
?   

丸
山 

博 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川
泉 

２５
号 

昭
和
五
四
(1

9
7
9

-
七
・
九 

森
鷗
外
の
ド
イ
ツ
三
部
作
成
立
の
背
景       

清
田
文
武 

  
―

文
芸
批
評
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て―

 

 

 

津
和
野
町
歌
と
鷗
外
先
生                 

苦
木
虎
雄 

e
青
年
g
論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
林
一
郎 

 

 ―

鷗
外
創
作
の
限
界
に
つ
い
て
の
試
論―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

;
編
集
覚
え
書 

長
谷
川 

泉
? 

橋
本
綱
常
先
生
と
森
林
太
郎
先
生          

岡
部
宗
雄 

   ―

日
本
赤
十
字
社
創
立
百
年
を
超
え
て
補
遺―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

S
森
鷗
外
の
歴
史
小
説
V
ま
え
が
き 

 
 
 

     

 

 J

・
ト
�
マ
ス
・
ラ
イ
マ
�   

今
村
楯
夫 

S
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
V
考
;
中
?      

福
本 

彰 

   
―

改
作
問
題
の
一
視
点
か
ら―

 
 
 
 
 

    

;
編
集
覚
え
書 

長
谷
川 

泉
? 



鷗
外
の
履
歴
書                          

長
谷
川
泉 

森
鷗
外
の
S
雁
V
に
お
け
る
動
物
の
持
つ
イ
メ
�
ジ 

               
 
 

ジ
Í
�
ム
ズ
・
エ
ム
・
ヴ
è
�
ダ
マ
ン 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄                    

坂
本
秀
次 

    ―

岡
野
他
家
夫
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り―

  

鷗
外
研
究
家
伊
達
一
男
の
四
半
世
紀
;
下
?    

丸
山 

博 

S
近
代
日
本
文
学
翻
訳
書
目
V
中
の
森
鷗
外    

長
谷
川
泉 

 

編
集
覚
え
書                           
長
谷
川
泉 

２６
号 

昭
和
五
五
(1

9
8
0

-
一
・
一
九 

鷗
外
先
生
と
わ
が
家                      

亀
井
玆
建 

e
た
づ
ぞ
の
g
か
ら
み
た
常
磐
会            

坂
本
秀
次 

 

鷗
外
の
S
小
倉
転
勤
V
再
考               

浅
井
卓
夫 

さ
さ
や
か
な
疑
問
³
其
時
µ
ð
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
嘉
朗 

或
る
日
の
聞
き
齧
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
藤
寿
恵
子 

 
 

―

鷗
外
博
士
の
御
言
葉―

 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

 
 

―

岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り―

 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

２７
号 

昭
和
五
五
(1

9
8
0

-
七
・
九 

鷗
外
作
e
寿
阿
弥
の
手
紙
g
に
つ
い
て 
 
 
 

吉
野
俊
彦 

 
 

―

未
発
表
鷗
外
の
書
簡
二
つ―

 

鷗
外
と
ド
イ
ツ―

一
側
面
か
ら
の
考
察 
 
 
 
 
 

横
溝
政
八
郎 

鷗
外
と
ド
イ
ツ
語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
正
人 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

 
 

�
岡
本
蔵
本
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り 

鷗
外
と
彫
塑
家
武
石
弘
三
郎 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
嘉
朗 

鷗
外
の
第
一
創
作
集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

 

―

e
涓
滴
の
意
図
g―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

S
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
V
考
;
下
? 
 
 

福
本 

彰 

 
 
 

―

改
作
問
題
の
一
視
点
か
ら―

 
 
 
 
 
 
 

 

日
本
の
知
識
人
に
お
け
る
問
題
と
責
任 
 
 
 

森 

常
治 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

２８
号 
昭
五
六(

1
9
8
1
)

一
・
一
九 

 

鷗
外
先
生
と
茲
明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
茲
建 

観
潮
楼
と
サ
カ
ナ
屋                      

黒
田
新
市 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

坂
本
秀
次 

 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
�               

 
 

  

鷗
外
と
ド
イ
ツ
語―

補
説 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
井
正
人 

森
鷗
外
の
ミ
«
ン
ヘ
ン
地
誌 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｗ
・
シ
3
モ
ニ 

S
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
V
考
;
下
? 
 

 

 
 

―

改
作
問
題
の
一
視
点
か
ら―

 
 
 
 
 
 
 
 

福
本 
彰 

ベ
ル
ツ
博
士
と
私 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
―

鷗
外
と
も
関
連
し
て―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
川
為
雄 

 

鷗
外
先
生
の
隠
し
妻                    

矢
崎
登
吉 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川
泉 

２９
号 

昭
五
六
(1

9
8
1

-
七
・
九  

e
舞
姫
g
エ
リ
ス
の
原
像 

 

 
 

―

小
説
技
法
上
の
序
論
的
考
察―

            

川
上
俊
之 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
一
?
ル
ソ
オ 

 
 

S
懺
悔
記
V
刊
行
の
顚
末          

 
 
 
 

中
井
義
幸 

堺
事
件 

―

フ
ラ
ン
ス
側
資
料 

 

 
 
 
 

     

ク
リ
ス
チ
3
ン
・
ポ
ラ
­
ク
・ 

植
木
二
葉 

済
生
会
病
院
に
関
す
る
鷗
外
二
書
簡
を
中
心
に
し
た
一
考
察 

                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須
田
喜
代
次 

原
田
直
次
郎
と
ド
イ
ツ
婦
人
画
家C. •Pfaff 
 

 

横
川 

善 

 

 

―

S
独
逸
日
記
V
よ
り―

               

鷗
外
と
麦
飯                            

浅
井
卓
夫 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄 

;
第
五
回
? 

 

  

�
岡
野
蔵
本
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

鷗
外
研
究
年
表
;
１
?
津
和
野
時
代          

苦
木
虎
雄 

最
後
の
大
晦
日                              

丹
藤
寿
恵
子 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 



３０
号 

 
昭
五
七
(1

9
8
2

-
一
・
一
九 

 

鷗
外
先
生
と
茲
常                          

亀
井
茲
建 

ツ
ル
ゲ
�
ネ
フ
S
春
の
水
V
と
鷗
外            

笹
淵
友
一 

e
舞
姫
g
の
謎                            

川
上
俊
之 

日
本
の
真
相
・
三
論 

鷗
外
に
倣
い
て
ナ
ウ
マ
ン
を
駁
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  

藤
井
正
人 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
一
?
ル
ソ
オ  

S
懺
悔
記
V
刊
行
の
顚
末
;
二
? 
 

          

中
井
義
幸 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
六
回                
坂
本
秀
次 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g                         

鷗
外
研
究
年
表
;
２
?
S
修
学
時
代
V
;
上
?      

苦
木
虎
雄 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川 

泉 

３１
号 

昭
五
七(

1
9
8
2
)

七
・
九 

 
 

森
鷗
外
・
ド
イ
ツ
留
学
最
後
の
一
年          

 

坂
本
秀
次 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
二
?     

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン 

S
う
た
か
た
の
記
V
の
謎
解
き
;
上
段
?    

 
 

中
井
義
幸 

森
鷗
外
の
小
倉
時
代                      

 

石
井
郁
男 

 

 

―

S
戦
論
V
翻
訳
を
め
ぐ
ô
て―

  

e
舞
姫
g
エ
リ
ス
の
造
形                  

 

川
上
俊
之 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
;
第
七
回
?              

 

  

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
歌
書
之
部
V
よ
り 
 
 

坂
本
秀
次 

鷗
外
博
士
御
薨
去
前
後                    

丹
藤
寿
恵
子 

鷗
外
研
究
年
表
;
３
?
S
修
学
時
代
V
;
下
?    

 

苦
木
虎
雄 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川 

泉 

３２
号 

昭
五
八
(1

9
8
3

-
一
・
一
九 
 

鷗
外
先
生
と
茲
明
;
続
?                  

 

亀
井
茲
建 

津
和
野
出
身
陸
軍
医
八
杉
敏
雄
に
つ
い
て      

 

八
杉
龍
一 

森
鷗
外
と
藤
田
嗣
章―

未
発
表
鷗
外
書
簡―

 
 
 

吉
野
俊
彦 

e
後
北
游
日
乘
g
関
係
の
一
資
料 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

 
 

―

e
新
潟
新
聞
g
の
記
事―

 

 

e
舞
姫
g
と
鷗
外
の
創
作
意
識 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

 
―

ハ
ル
ト
マ
ン
e
美
学
g
へ
の
書
き
入
れ
を
め
ぐ
ô
て―

 
S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
;
八
回 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

 
 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り 

鷗
外
研
究
年
表
;
４
?
e
陸
軍
出
仕
か
ら
留
学
ま
で
g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

鷗
外
博
士
の
御
懇
情 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
藤
寿
恵
子 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

３３
号 

昭
五
八
(1

9
8
3

-
七
・
九 

 

ミ
«
ン
ヘ
ン
郊
外
の
鷗
外
故
地
探
訪 
 
 
 
 
 

中
川
浩
一 

e
独
逸
日
記
g
の
世
界 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

 
 
 

―

鷗
外
の
ベ
ル
リ
ン
到
着―

 

鷗
外
断
章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
正
人 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
九
回 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 

坂
本
秀
次 

鷗
外
研
究
年
表
;
５
?
留
学
時
代
;
Ⅰ
? 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

ミ
«
ン
ヘ
ン
時
代
の
鷗
外  

 
 

―

独
文
新
資
料
そ
の
１―

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

鷗
外
博
士
と
お
食
事                     

丹
藤
寿
恵
子 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

鷗
外
手
記(Zabel : D

eutschland in China 

抄
訳)  

表
４ 

３４
号 

昭
五
九
(1

9
8
4

-
一
・
一
九 

 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
一
?           

福
本 

彰 

鷗
外
光
明
寺
三
郎
に
会
う                   

中
川
浩
一 

e
独
逸
日
記
g
の
世
界                     

川
上
俊
之 

   
―

鷗
外
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
留
学―

 

ラ
イ
プ
ツ
«
ヒ
時
代
の
森
鷗
外               

金
子
幸
代 

 

―

鷗
外
を
め
ぐ
る
人
々
・
e
獨
逸
日
記
g
資
料
そ
の
２―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

S
舞
姫
V
エ
リ
ス
の
夢
と
幻
滅               

新
井  

弘 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
二
?     

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン 

S
う
た
か
た
の
記
V
の
謎
解
き
;
中
段
?       

中
井
義
幸 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
回              

坂
本
秀
次 

   

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り  



鷗
外
研
究
年
表
;
６
?S
留
学
時
代
V;
Ⅱ
?   

 
 

苦
木
虎
雄 

Ï
書
評
Ð
丸
山
博
著
S
森
鷗
外
と
衛
生
学
V       

浅
井
卓
夫 

§
英
文
・
第
３１
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
学
会
議
基
調
講
演

原
稿
¬LITERARY TRAD

ITIO
N

 AN
D

 ITS 

 

 
 

TRAN
SFO

RM
ATIO

N
 IN

 JAPAN

 
 

 

長
谷
川 

泉 

編
集
覚
え
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長
谷
川 

泉 

３５
号 

昭
五
九
(1

9
8
4

-
七
・
九 

 

e
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
g
に
於
け
る
外
国
語
の
分
析 

                                       
 

別
華 

薫 

e
独
逸
日
記
g
の
世
界 

―

鷗
外
の
ミ
«
ン
ヘ
ン
到
着―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  

川
上
俊
之 

S
ブ
リ
ン
ヂ
イ
シ
イ
V
推
究                  

中
川
浩
一 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
二
?          

 

―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

        

福
本 

彰 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
二
?     

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン 

S
う
た
か
た
の
記
の
謎
解
き
V
r
下
段
の
一        

中
井
義
幸 

鷗
外
S
舞
姫
V
の
碑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

長
谷
川 

泉 

高
慧
勤
女
史
訳
S
舞
姫
V
読
後             

 
 

大
石 

汎 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
一
回            

   

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
�   

 

 

坂
本
秀
次 

鷗
外
研
究
年
表
;
７
?
S
留
学
時
代
V
;
Ⅲ
?   

苦
木
虎
雄 

書
評
長
谷
川
泉
著
e
鷗
外
文
学
の
涓
滴
g
に
つ
い
て 

                                         

渋
川 

驍 

森
鷗
外
と
e
花
子
g;
独
文
?                  

金
子
幸
代 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川 

泉 

森
鷗
外
記
念
館
開
設
記
念
鷗
外
ド
イ
ツ
散
歩
;
日
程
表
? 

３６
号 

昭
和
六
〇
(1

9
8
5

-
一
・
一
九 

陸
軍
引
退
後
同
僚
に
送
ô
た
鷗
外
の
謝
詩
の
解
釈
に
つ
い
て 

 
 

―

古
川
義
一
元
陸
軍
二
等
軍
医
正
保
存
鷗
外
関
係
資
料―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

吉
野
俊
彦 

e
舞
姫
g
の
詩
学                       

川
上
俊
之 

森
林
太
郎
・
明
治14

年
陸
軍
入
り
の
新
事
実   

坂
本
秀
次 

 
 

 
�
石
黒
直
悳
と
森
鷗
外
の
出
会
い  

森
鷗
外
博
士
と
柳
沢
淇
園 

                

丹
藤
寿
恵
子 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
二
回             

    

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 

坂
本
秀
次 

森
鷗
外
が
ド
イ
ツ
留
学
で
学
ん
だ
も
の         

―

東
ベ
ル
リ
ン
の
森
鷗
外
記
念
館
開
館
式
記
念
講
演―

  

長
谷
川 

泉 
 
 

                       

鷗
外
研
究
年
表
;
８
?
S
留
学
時
代
V
;
Ⅳ
?  

 

苦
木
虎
雄 

森
鷗
外
の
男
色
に
関
す
る
二
著
作    

 
 
 
 

清
水
邦
一 

S
そ
め
ち
が
へ
V
の
様
式
と
そ
の
周
辺    

 
 

清
田
文
武 

ラ
イ
プ
ツ
«
ヒ
時
代
の
森
鷗
外
Ⅱ            

金
子
幸
代 

 
 

―

演
劇
・
音
楽
・
文
学
・
e
獨
逸
日
記
g
資
料
そ
の
３―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
三
?          

 

福
本 

彰 

     
―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

  

鷗
外 

シ
«
タ
­
ト
バ
�
ン
に
乗
る           

 

中
川
浩
一 

鷗
外
文
学
の
淵
原
;
そ
の
二
?
Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン 

 

S
う
た
か
た
の
記
V
の
謎
解
き
t
下
段
の
二 

 

 

中
井
義
幸 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川 

泉 

３７
号 

昭
六
〇
(1

9
8
5

-
七
・
九 

 

森
鷗
外
と
川
田
順 

―
 

未
発
表 

鷗
外
書
簡 

―
       

吉
野
俊
彦 

森
鷗
外
旧
邸
の
今
昔                        

森
澄
泰
文 

鷗
外
訳
ウ
«
�
ド
短
篇
四
作
;
一
?            

長
島
要
一 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
四
?           

   

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

     

 

福
本 

彰 

e
鷗
外
の
歴
史
小
説
g
補
遺                

 

 

   
―

福
本 

彰
氏
の
�
論
難
�
に
こ
た
え
る―

 
 
 
 
 
 

蒲
生
芳
郎 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
三
回            

 

 

   

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 
 

坂
本
秀
次 

e
独
逸
日
記
g
の
世
界 

―

鵠
山
湖
畔
の
宿―

     

 

 

川
上
俊
之 

森
鷗
外
と
ド
イ
ツ
文
化                    

長
谷
川
泉 

§
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
日
本
文
化
週
間
に
お
け
る
記
念
講
演
¬     

鷗
外
に
お
け
る
}
若
き
ヴ
«
�
ン
派
�
翻
訳
の
意
義 



 

 
―

シ
«
ニ
­
ツ
ラ
�
r
ホ
�
フ
マ
ン
ス
タ
�
ル
r
バ
�
ル
の
翻
訳
作
品

の
考
察
を
通
し
て―

                         

 

林 

正
子 

鷗
外
文
学
の
淵
源                        

 

中
井
義
幸 

  IN
TER

M
ISSIO

N

�
解
説
S
ド
イ
ツ
三
部
作
の
構
成
V        

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

ベ
ル
リ
ン
の
鷗
外
起
居
の
部
屋
で
記
帳
す
る
森
眞
章  

 

表
４ 

３８
号 

昭
六
一
(1

9
8
6

-
一
・
一
九 

 

剪
刀                                  
澤
柳
大
五
郎 

森
鷗
外
と
ド
イ
ツ
文
化
の
か
か
わ
り          
長
谷
川
泉 

§
マ
�
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
講
演
記
録
・
独
逸
紀
行
写
真
付
¬                

鷗
外
と
ド
イ
ツ
女
性                      

金
子
幸
代 

   ―

e
獨
逸
日
記
g
資
料
そ
の
４―

 

奈
良
市
水
道
と
森
鷗
外                    

冨
崎
逸
夫 

森
鷗
外
博
士
と
市
歌                      

丹
藤
寿
恵
子 

日
露
戦
時
の
森
鷗
外                      

中
村
文
雄 

   
―

妻
し
げ
子
へ
の
手
紙
を
中
心
に―

 

鷗
外
研
究
年
表
;
９
?
S
留
学
・
帰
国
V       

苦
木
虎
雄 

都
市
空
間
と
し
て
の
ラ
イ
プ
ツ
«
ヒ          

金
子
幸
代 

 

 ―

ラ
イ
プ
ツ
«
ヒ
時
代
の
森
鷗
外
Ⅲ
・
e
獨
逸
日
記
g
資
料
そ
の
５―

 

大
本
営
野
戦
衛
生
長
官
部
の
陣
中
日
誌        

森 

富 

―

S
徂
征
日
記
VS
日
清
役
自
紀
V
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
の
意
義―

;
一
?                             

鷗
外
訳
ウ
«
�
ド
短
篇
四
作
;
二
?          

長
島
要
一 

続
S
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
V
後
考        

福
本 

彰 

    ―

蒲
生
芳
郎
氏
の
同
�
手
法
�
の
再
演
を
あ
わ
れ
む―

                              

鷗
外
文
学
の
淵
源
;
そ
の
四
?               

   

イ
ヴ
è
ン
・
ト
�
ル
ゲ
ニ
Í
フ 

S
舞
姫
V
の
文
学
的
起
原
;
一
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
井
義
幸 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
四
回             

    

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 

坂
本
秀
次      

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
五
?           

   
―

堺
事
件
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

      

福
本 

彰 

§
弔
辞
¬
栗
原
茂
三
氏
を
偲
ぶ              

長
谷
川
泉 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

３９
号 
昭
和
六
一(

1
9
8
6
)

七
・
九 

鷗
外
の
俳
句 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

SCH
M

ID
T

’S JA
H

RB
Ü

C
H

ER
 D

E
R IN

-U
N

D
 A

U
SLÄN

D
 

ISC
H

EN
 G

ESA
M

TEN
 M

ED
IC

IN

に
掲
載
さ
れ
て
い
る 

鷗
外
の
医
学
論
文
の
抄
録
に
つ
い
て 
 
 
 
 

浅
井
卓
夫 

e
詠
伯
林
婦
人
七
絶
句
g
考 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

S
奈
良
市
水
道
と
森
鷗
外
V
補
稿 
 
 
 
 
 

冨
崎
逸
夫 

記
録
・
劇
化
及
び
映
画
化
さ
れ
た
森
鷗
外
作
品 

佐
々
木
嘉
朗 

e
ド
イ
ツ
三
部
作
g
狂
気
と
水
と
言
葉
と 

 

―

虚
構
と
し
て
の
e
獨
逸
日
記
g 

資
料
そ
の
６―

 
 

金
子
幸
代   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

鈴
木
藤
吉
郎
の
二
分
銀
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 

今
村
啓
一 

鷗
外
研
究
年
表
;10

?S
明
治
二
十
二
年
V 
 

 

 

苦
木
虎
雄 

e
鷗
外
文
庫
g
目
録
抄
第
十
五
回             

   

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
�  

 
 

 

坂
本
秀
次 

     

鷗
外
文
学
の
淵
源
;
そ
の
四
? 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

 

ツ
ル
ゲ
ネ
フ 

S
舞
姫
V
の
文
学
的
起
源
;
二
? 
 

 

鷗
外
の
母
峰
子
と
S
西
洋
為
替
V 
 
 
 
 
 

平
林 

司 

 

 ―

送
金
先
は
エ
リ
�
ゼ
で
は
な
か
ô
た
か―

 
 

      

書
評 

長
谷
川
泉
著
鷗
外
文
学
と
S
独
逸
紀
行
V 

石
井 

治 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川
泉 

４０
号 

昭
和
六
二(

1
9
8
7
)

一
・
一
九 

森
鷗
外
S
還
東
日
乗
V
に
お
け
る
シ
ラ
�
r
蘇
東
坡
r
高
青
邱

へ
の
言
及
の
意
味 

―

S
逐
客
V
S
狂
客
V
に
も
触
れ
つ
つ―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

遠
藤
誠
治 

鷗
外
訳
S
父
の
讐
V
と
マ
�
デ
ル
ン
グ 
 
 

 

 

長
島
要
一 

�
校
閲
�
と
い
う
資
料 

―

ク
ラ
イ
ス
ト
作
／
綠
堂
訳
／
鷗
外
閲
S
ひ

ろ
ひ
兒
V
紹
介―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中  

実  

日
清
戦
時
の
森
鷗
外                       

中
村
文
雄 

;
編
集
覚
え
書 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
と
小
泉
信
三 

―

ベ
ル
リ
ン
の
今
昔―

    

石
井 

治 



映
画
S
阿
部
一
族
V
を
見
る               

 

  

大
石 

汎 

書
評 

浅
井
卓
夫
著  

軍
医
鷗
外
森
林
太
郎
の
生
涯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長
谷
川 

泉 

鷗
外
に
お
け
る
S
運
命
V
Ⅱ               

 
 
 

―

明
治
四
十
年
代
の
位
相―
 
 
 
 
 
 
 

  

金
子
幸
代 

大
本
営
野
戦
衛
生
長
官
部
の
陣
中
日
誌        

 

―

S
徂
征
日
記
VS
日
清
役
自
紀
V
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
の
意
義―

;
二
? 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

森 

富  

鷗
外
研
究
年
表
;11

?S
明
治
二
十
三
年
V    

 

 
苦
木
虎
雄 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
六
?          

 
 

―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

 
 
 

福
本 

彰 

ビ
«
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
鷗
外                    

中
川
浩
一 

鷗
外
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
て            

大
杉
喜
久
男 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
六
回            

 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 
 

坂
本
秀
次 

Ï
新
刊
紹
介
Ð 

Edw
in M

acclellan

著
³W

om
an in the Crrested  

K
im

ono−The Li fe ofShibue Io and H
er Fam

ily,  

D
raw

n from
 Ō

gais'

±Shibue Chusai

“  
 

小
泉
浩
一
郎 

S
ニ
ル
r
ア
ド
ミ
ラ
リ
イ
V
考 
 
 
 
 
 

   

     

―

鷗
外
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

異
邦
の
愛
か
そ
れ
と
も
愛
さ
れ
た
異
邦
性
か 

 
 

 
―

隔
た
り
を
超
越
し
て
い
る
森
鷗
外
の
作
品
に
つ
い
て―

 

      

 

デ
«
�
ド
リ
­
ヒ
・
ク
ル
�
シ
Í
・
林 

正
子
;
訳
? 

東
伯
林
・
森
鷗
外
記
念
館
訪
問
記 
 
 
 
 
 

伊
藤
發
子 

 

   
―

ス
テ
ル
ン
夫
人
の
孫
が
マ
リ
�
街32

に
住
ん
で
い
る―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

４１
号
昭
和
六
二(

1
9
8
7
)

七
・
九 

e
鷗
外
文
庫
g
S
目
録
抄
V
拾
遺
r
二
つ
の
話
題 

坂
本
秀
次 

森
鷗
外
と
上
田
敏
の
西
班
牙
語
音
論
争 
 
 
 

 

浅
岡
邦
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
事
件
ノ
独
乙
婦
人
V
問
題
考
察 

 
 

―

エ
リ
�
ゼ
の
来
日
か
ら
帰
国
ま
で            

冨
崎
逸
夫 

嗚
呼
r
ブ
リ
ン
ヂ
イ
シ
イ
の
港
を
出
で
ゝ
よ
り    

  
―

S
舞
姫
V
の
ブ
リ
ン
ジ
イ
シ
イ
・
セ
イ
ゴ
ン
私
考―

 

三
浦
吉
明 
 
 
 
 
 
 
 

      

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 
泉
? 

森
鷗
外
と
長
岡
半
太
郎                     

石
井 

治 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

郷
愁
の
鷗
外                             

大
石 

汎 

鷗
外
研
究
年
表
;12

?
明
治
二
十
四
年
Â
二
十
五
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

Ü
bersetzung Von M

ori Ō
gais 

“Tsuina

”
”
§
独
文
¬ 

   

 
 
 
 

              Christoph N
eubert  

 
 
 
 
 
 

             Ingrid N
epecks 

 
 
 
 
 

             

 

M
asako H

ayashi

;
林
正
子
? 

森
鷗
外
と
榊
俶                           

長
谷
川 

泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

大
本
営
野
戦
衛
生
長
官
部
の
陣
中
日
誌          

森 

富 

     
―

S
徂
征
日
記
V
S
日
清
戦
役
自
記
V
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
の
意 

        

義―

;
三
? 
 
 
 
 

      

石
本
新
六
に
つ
い
て                        

今
村
啓
一 

編
集
覚
え
書                             

長
谷
川 

泉 

森
鷗
外
展
;
ミ
«
ン
ヘ
ン
?
開
催
記
念 

S
独
逸
・
墺
太
利
・
伊
太
利
紀
行
V
§
旅
行
案
内
¬ 

４２
号 

昭
和
六
三(

1
9
8
8
)

一
・
一
九 

鷗
外
は
平
出
修
に
何
を
示
教
し
た
か            

    
―

大
逆
事
件
を
め
ぐ
ô
て―

 

 

 

 
 
 
 

  

平
出 

彬 

森
鷗
外
と
熊
本
細
川
藩                      

村
岡 

功 

有
美
孫
;
伊
藤
孫
一
?
小
伝                  

岩
町 

功 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
ぱ
ô
さ
あ
じ
Ô
V
考                      

川
上
俊
之 

カ
�
ル
ス
ル
�
エ
の
鷗
外                    

中
川
浩
一 



;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
ノ
�
ト
;
一
?                     

   ―

主
筆
時
代
の
S
東
京
医
事
新
誌
V
の
目
次
;
１
?;
苦
木
虎
雄
編
? 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 
泉
? 

ビ
�
ト
・
ル
ヰ
の
困
惑                      

森 

類 

ゲ
ネ
ラ
ル
・
ヴ
Í
ル
ダ
�
号
の
一
等
船
客       

 

 

   ―

エ
リ
�
ゼ
・
ヴ
イ
�
ゲ
ル
ト
を
目
撃
し
た
人
び
と―

   

冨
崎
逸
夫                          

 

 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
七
回             
 

 

 

 

―

岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り―

        
坂
本
秀
次 

大
本
営
野
戦
衛
生
長
官
部
の
陣
中
日
誌         

 

 

 

 ―

S
徂
征
日
記
V
S
日
清
戦
役
自
紀
V
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
の
意 

        

義―

;
四
? 
 
 

         

 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

日
本
現
代
文
学
特
徴
の
探
求                

 

唐 

月
梅 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
研
究
年
表
;13

?
S
明
治
二
十
六
年
Â
二
十
七
年
V 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

苦
木
虎
雄 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
七
? 
 
 
 

  

 

福
本 

彰 

     
―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

    

 

編
集
覚
え
書                            

長
谷
川 

泉 

４３
号 

昭
和
六
三(

1
9
8
8
)

七
・
九 

海
外
最
初
の
鷗
外
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

挨
拶
内
容
の
紹
介
§
開
会
式
¬ 
 
 
 
 
 
 

田
村
耕
三 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

挨
拶
§
開
会
式
¬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

眞
章 

ミ
«
ン
ヘ
ン
で
鷗
外
展
を
催
し
て 

§
朝
日
新
聞1987.11.24

夕
刊
の
転
載
¬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

ウ
ä
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
3
モ
ニ 

日
独
文
化
交
流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

眞
章 

い
と
し
の
翼
よ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

里
子 

渋
江
抽
斎
旧
蔵
の
S
玉
海
V;
鷗
外
展
に
み
た
周
辺
資
料
展
示
品
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 
森
鷗
外
展
;
ミ
«
ン
ヘ
ン
?
開
催
記
念
r
独
逸
・
墺
太
利
・
伊

太
利
紀
行
日
記
抄 
 
 
 
 
 
 
 

大
島
田
人
・
中
川
浩
一 

デ
«
ウ
ベ
ン
は
S
文
づ
か
ひ
V
と
無
関
係 
 

 

 
 

―

筑
摩
版
S
鷗
外
全
集
V
と
S
現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
V
の
誤
を 

 
 
 

正
す―

 
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
川
浩
一 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

ベ
ル
リ
ン
よ
り
ロ
�
マ
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
末 

久 

森
鷗
外
ツ
ア
�
の
記
録
§
グ
ラ
フ
¬ 
 
 

大
島
田
人
§
解
説
¬ 

ミ
«
ン
ヘ
ン
鷗
外
展
資
料 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

編 

(

祝
偈
等 

塩
沢
玄
泰 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中
康
子
§
訳
¬) 

ふ
た
た
び
鷗
外
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て 
 

大
杉
喜
久
男 

感
銘
の
旅
rS
森
鷗
外
ツ
ア
�
V
に
参
加
し
て  

 
 

飯
島
義
郎 

鷗
外
の
土
地
意
識
と
S
う
た
か
た
の
記
V 
 
 
 

明
石
利
代 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

ド
レ
ス
デ
ン
か
ら
ラ
イ
プ
チ
ヒ
へ 
 
 
 
 
 
 

泉 

菊
女 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
ツ
ア
�
の
感
想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
千
尋 

八
月
と
十
月
の
鷗
外
ツ
ア
�
に
参
加
し
て 
 
 
 

庄
司
美
和 

ド
レ
ス
デ
ン
時
代
の
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

―

曙
光
・
e
舞
姫
g
の
歌…

e
獨
逸
日
記
g
そ
の
七―

 
 

金
子
幸
代 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
森
鷗
外
展
V
雑
感 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

―

ミ
«
ン
ヘ
ン
r
ベ
ル
リ
ン
r
マ
­
ヘ
ル
ン―

 
 
 
 
 

藤
井
啓
行 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

ミ
«
ン
ヘ
ン
の
森
鷗
外
展 
 
 
 
 
 
 
 
 

檀
原
み
す
ず 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
ツ
è
�
に
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
田
水
馬 

森
鷗
外
の
e
北
遊
記
g
と
弘
前
に
つ
い
て 
 
 

 

―

父
の
研
究
と
そ
の
後
の
弘
前
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

テ
�
ベ
ス
百
門
の
大
都 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 



S
雁
V
の
紙
幣
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
村
啓
一 

長
谷
川
泉
著
e
鷗
外
文
学
管
窺
g
に
つ
い
て 
 

渋
川 

驍 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
の
S
北
游
日
乗
V
と
青
森
;
一
? 
 
 
 

松
木
明
知 

 
 

―

青
森
の
大
火
は
い
つ
か―
 

  

鷗
外
ノ
�
ト
;
二
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄
§
編
¬ 

      
―

主
筆
時
代
の
e
東
京
医
事
新
誌
g
の
目
次
⑵ 
 
 

    

二
つ
の
手
斧                          
 

遠
藤
誠
治 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
舞
姫
V
の
歴
史
性
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
種
キ
ム
ラ–

ス
テ
«
�
ブ
ン 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
と
日
本
の
近
代
化                

 

谷 

学
謙 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

e
二
十
世
紀
批
評
大
系
g
に
見
る
森
鷗
外     

田
中
康
子 

訳 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
関
係
墓
地
参
詣
記                  

 

村
岡 

功 

鷗
外
ゆ
か
り
の
土
地―

向
島
の
旧
居 
 
 
 
 

冨
崎
逸
夫 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

大
本
営
野
戦
長
官
部
の
陣
中
日
誌 

―

S
徂
征
日
記
VS
日
清
戦
役
自

紀
V
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
の
意
義―

;
五
?         

森 

富 
 
 
 
 

       

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
研
究
年
表
;
１４
?S
明
治
二
十
七
年
Â
二
十
八
年
V 

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
八
回          

 

 

      

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
�   

坂
本
秀
次 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
訳
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
劇
;
１
? 

 
 

―

e
一
人
舞
台
g―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
島
要
一 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

編
集
覚
え
書     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

森
鷗
外
展
が
行
わ
れ
た
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館      

表
４ 

4
4

号 

昭
和
六
四(

1
9
8
9
)

一
・
一
九 

AD
LERFLU

G
 

独
文
S
鷺
は
翔
ぶ―

若
き
鷗
外 

ド
イ
ツ
の

春
秋
V
に
付
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
正
人 

ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
�
に
お
け
る
森
鷗
外
展
開
催
式
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

眞
章 

ウ
ä
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
3
モ
ニ
教
授 

文
京
区
長
を
表
敬
訪
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
繁
雄 

S
三
四
郎
V
と
S
雁
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
の
初
期
作
品
に
与
え
た
ド
イ
ツ
の
影
響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
イ
ケ
・
シ
Í
ヒ
Í 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
医
務
局
長
の
上
司
た
ち 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
岡 

功 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

陸
軍
軍
医
主
流
派 

・
小
池
正
直
・
森
鷗
外
か
ら
見
た
臨
床
派
・
菊
池
常
三
郎
・
江
口
襄 

に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
実
藤
昭

編
集
覚
書
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

鷗
外
ノ
�
ト
;
三
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

―

主
筆
時
代
の
S
東
京
医
事
新
誌
V
の
目
次
;
３
? 

苦
木
虎
雄 

編 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

軍
医
森
林
太
郎
の
官
費
留
学
と
そ
の
背
景 
 
 
 

冨
崎
逸
夫 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乗
V
と
青
森
;
二
? 
 
 
 

松
木
明
知 

―

S
鶴
屋
V
か
S
滝
屋
V
か―

 

鷗
外
印
譜
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
澄
泰
文 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
森
林
太
郎
の
雅
号
S
隠
流
V
考 
 
 
 
 
 

篠
原
義
彦 

再
び
r
森
鷗
外
の
平
出
修
示
教
に
つ
い
て 
 
 
 

 

 
 
 

―

大
逆
事
件
を
め
ぐ
ô
て―

 
 
 
 
 
 
 
 

   

中
村
文
雄 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
十
九
回 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り―

 

  

坂
本
秀
次 



大
本
営
野
戦
衛
生
長
官
部
の
陣
中
日
誌 
 
 
 

 

 
 
 

―

S
徂
征
日
記
VS
日
清
戦
役
自
紀
V
の
裏
付
け
資
料
と
し 

て
の
意
義―

;
六
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

森 

富 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 
泉
? 

鷗
外
研
究
年
表
;
１５
?
明
治
二
十
八
年
Â
三
十
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

苦
木
虎
雄 

森
鷗
外
作
S
堺
事
件
V
論
考
;
八
? 
 
 
 
 

  

福
本 

彰 

     

 

―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

   
 

 

e
二
十
世
紀
批
評
大
系
g
に
見
る
森
鷗
外
;
承
前
? 

                                           

田
中
康
子 
訳 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

４５
号
昭
和
六
四
／
平
成
元
年
(1

9
8
9

-
七
・
九 

立
原
道
造
と
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―

e
立
原
道
造
全
集
g
に
お
け
る
記
述
の
検
索―
    

錦
織
政
晴 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
舞
姫
V
太
田
豊
太
郎
の
モ
デ
ル
S
武
嶋 

務
V
資
料
の
受
贈 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
と
高
村
光
太
郎
の
接
点
;
そ
の
一
? 
 

請
川
利
夫 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

常
明
寺
に
お
け
る
森
白
仙
・
於
清
・
ミ
子 

供
養
塔
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て 
 
 
 

  

森 

眞
章 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
の
蘇
峰
宛
書
簡
;
全
集
逸
文
?
一
通 
 
 

   

清
田
文
武 

鷗
外
ノ
�
ト
;
四
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

苦
木
虎
雄 

―

主
筆
時
代
の
S
東
京
医
事
新
誌
V
の
目
次 
 
 
 
 
 
 

 

松
木 

明
知
S
森
鷗
外
の
e
北
遊
記
g
と
弘
前
に
つ
い
て
V
を
繞

ô
て
松
本
明
知
君
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
村
欽
吾 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
阿
部
一
族
V
の
人
間
紋
様 
 
 
 
 
 
 
 

  

村
岡 

功 

森
鷗
外
独
逸
留
学
と
そ
の
前
後 
 
 
 
 
 
 

  

中
村
文
雄 

―

陸
軍
省
資
料
か
ら
の
断
片
的
補
足―

 
 
 
 
 
 
 

  
鷗
外
縁
か
り
の
土
地―

根
岸
旧
居 
 
 
 
 
 

  

冨
崎
逸
夫 

鷗
外
研
究
年
表
;16

?
明
治
三
十
一
年 
 
 
 

  

苦
木
虎
雄 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
二
十
回 
 
 
 
 
 

 

Â
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り      

坂
本
秀
次 

第
一
回
日
ソ
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

 

長
谷
川
泉 

キ
ム
・
レ
�
ホ 

イ
リ
�
ナ
・
ボ
ロ
�
ニ
ナ 

 

兵
藤
正
之
助 

羽
鳥
徹
哉 

金
井
景
子 

川
端
香
男
里 

 

松
坂
俊
夫 

原 

善 

タ
チ
ヤ
�
ナ
・
グ
リ
ゴ
�
リ
エ
ワ 

 

マ
イ
ヤ
・
ゲ
ラ
�
シ
モ
ワ 

岩
田
光
子 

平
山
三
男 

 

山
田
吉
郎 

小
林
一
郎 

馬
場
重
行 

鷗
外
訳
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
劇
;
２
? 
 
 
 
 

 

―

e
債
鬼
g
と
e
パ
リ
ア
ス
g―

                

長
島
要
一 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乗
V
と
青
森 

三 
 

   

 

   

松
木
明
知 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

日
独
合
作
映
画
S
舞
姫
V
を
観
て 
 
 
 
 
 

  

長
谷
川 

泉 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

４６
号 

平
成
二
(1

9
9
0

-
一
・
一
九 

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
附
属
森
鷗
外
記
念
館 

全
館
開
館
式
典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

森 

眞
章 

ベ
ル
リ
ン
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
ハ
ス
総
長
の
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
«
エ
タ
�
・
ハ
ス 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

D
D

R

日
本
文
化
協
会
会
長
シ
«
�
ル
マ
イ
ス
タ
�
の
挨
拶 

 

森
鷗
外
記
念
館
で
の
新
井
大
使
挨
拶
文 
 
 
 
 

新
井
弘
一 

;1989

・
６
・
２
於
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
? 
 

 

森 

眞
章
の
挨
拶                         

 

森 

眞
章 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

 
 

Ï
掲
載
写
真
Ð 

式
典
;
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
四
重
奏
団
演
奏
?
／
遺
言
銅
板
除
幕
／
ベ
ル

ン
ト
教
授
へ
の
表
彰
状
授
与
／
ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
�
女
史
の
掲
示
物



の
説
明
風
景
／
記
念
記
帳
す
る
日
本D

D
R

文
化
協
会
鈴
木
治
雄
会
長
／

ハ
ス
総
長
の
挨
拶
／D

D
R

日
本
文
化
協
会
シ
«
�
ル
マ
イ
ス
タ
�
会
長
の

挨
拶
／
新
井
大
使
挨
拶
／
式
典
会
場
に
入
る
森
眞
章
・
里
子
夫
妻 

S
森
鷗
外
・
中
国
紀
行
V             

大
島
田
人
・
大
石
汎 

;
S
う
た
日
記
V
の
舞
台
ð
中
国
東
北
地
方
と
北
京
の
旅
?
日
記
抄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

今
は
幻
の
柳
樹
屯                    
 
 
 

森 

富 

ペ
­
テ
ン
コ
�
フ
Í
ル
署
名
写
真  

 
 
 
 
 

 
長
谷
川 

泉 

S
森
鷗
外
・
中
国
紀
行
V
花
遊
記              
森 
令
子 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

日
露
戦
役
;
第
二
軍
?
と
S
森
鷗
外
・
中
国
紀
行
V
写
真
集 

e
う
た
日
記
g
の
時
空
間

ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

金
子
幸
代 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
舞
姫
V;Tänzerin

?
の
幻
想 
 
 
 
 

 

 

大
杉
喜
久
男 

日
本
フ
«
ン
ラ
ン
ド
関
係
史
に
お
け
る
森
鷗
外 

  

阿
部
唱
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―

ワ
�
ル
ベ
ル
«
と
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
唱
歌
に
関
す
る
新
事
実―

  
 
 
 
 
 
 
 

         

若
き
鷗
外
の
啓
蒙
活
動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

清
田
文
武 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
魔
睡
V
に
関
す
る
一
資
料 

 
 

―

三
浦
謹
之
助
の
侍
医
就
任
を
巡
ô
て―

 
 
 
 
 

大
屋
幸
世 

S
エ
リ
ス
V
再
考 

―

五
歳
年
上
の
人
妻
だ
ô
た
の
か―

 

荻
原
雄
一 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

S
心
象
館
V
建
設
を
め
ぐ
ô
て              

長
谷
川 

泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
ノ
�
ト
;
五
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―

S
衛
生
新
誌
V
の
目
次
;
１
? 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

編 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
滞
独
素
材
小
説
と
ラ
イ
プ
チ
ヒ 
 
 
 
 

 

明
石
利
代 

鷗
外
縁
か
り
の
土
地―

向
島
根
岸
の
旧
居
;
補
稿
? 

 

冨
崎
逸
夫 

鷗
外
と
霞
亭
と
の
関
係 

 
 

―

抽
斎
と
の
対
比
に
於
い
て―

 
 
 
 
 
 
 
 

  

村
岡 

功 

川
村
欽
吾
氏
に
応
え
る 

―

反
論
は
も
ô
と
慎
重
に―

 

松
木
明
知 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄 

第
二
十
一
回 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和 

 

漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

坂
本
秀
次 

立
原
道
造
と
森
鷗
外
;
補
遺
? 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

S
鷗
外
関
係
雑
誌
V
に
お
け
る
鷗
外
記
事
の
検
索―

 

錦
織
政
晴 

鷗
外
研
究
年
表
;17
?
S
小
倉
時
代
V
;
一
? 
 

苦
木
虎
雄 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

中
村
文
雄
氏
c
追
悼
文
d 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

４７
号 

平
成
二
(1

9
9
0

-
七
・
一
九 

森
鷗
外
と
富
士
川
游 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
士
川
英
郎 

晩
年
の
軍
医
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

―

S
臨
時
脚
気
病
調
査
会
V
か
ら―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
に
お
け
る
ド
イ
ツ
三
部
作 
 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

鷗
外
ノ
�
ト
;
六
?―

S
衛
生
新
誌
V
の
目
次
;
２
? 

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
と
新
聞―

S
灰
燼
V
を
中
心
と
し
て―

 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

鷗
外
と
シ
3
­
ク
画
廊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
石
利
代 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
文
豪
森
鷗
外
の
留
学
時
代
を
偲
ぶ
旅
V
報
告 
 

大
島
田
人 

W

・
シ
3
モ
ニ
教
授
に
日
本
翻
訳
文
化
賞 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

観
潮
楼
歌
会
の
詠
草
草
稿
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 

平
出 

彬 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
S
細
木
香
似
V
の
資
料 
 
 
 
 
 
 
 

柴
口
順
一 

鷗
外
訳
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
劇
;
３
? 

   
―

e
稲
妻
g
と
e
ペ
リ
カ
ン
g―

                   

長
島
要
一 

森
鷗
外
S
堺
事
件
V
論
考
;
九
? 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

―

S
堺
事
件
V
論
争
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て―

     

福
本 

彰 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
研
究
年
表
;18

?S
小
倉
時
代
V;
二
? 
 
 

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

長
島
要
一
博
士
を
囲
ん
で
S
即
興
詩
人
V
セ
ミ
ナ
� 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

常
明
寺
森
家
供
養
塔
建
立
開
眼
式
に
参
列
し
て 
 

大
島
田
人 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 
泉
? 

硝
子
の
水
槽
の
中
の
茉
莉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

類 

森
鷗
外
と
高
村
光
太
郎
の
接
点
;
そ
の
二
? 
 

   

請
川
利
夫 

編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

４８
号 

平
成
三
(1

9
9
1

-
一
・
一
九 

S
渋
江
抽
斎
V
の
研
究
;
一
?                 

   ―

抽
斎
遺
族
の
帰
郷
の
経
路
に
つ
い
て―

            

松
木
明
知 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
訳
ス
エ
�
デ
ン
女
流
作
家
作
品
二
篇      

長
島
要
一 

 

―

ラ
�
ゲ
ル
レ
�
フ
e
牧
師
g
と
ス
テ
«
�
ン
ホ
フ
e
夜
の
二
場
g―

 

鷗
外
ノ
�
ト
;
七
?―

S
衛
生
新
誌
V
の
目
次
;
３
? 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

;
苦
木
虎
雄 

編
? 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
扣
鈕
V
に
想
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
杉
喜
久
男 

高
官
鷗
外
と
そ
の
時
代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
�
の
光
と
影―

 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
お
も
か
げ
V
の
文
学
碑 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

e
澀
江
抽
齋
g
関
係
資
料 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―

S
森
枳
園
伝
V
の
復
刻
;
前
?―

 
 
 
 
 
 
 

小
川
康
子 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
二
十
二
回 
 
 
 
 

 

 
 

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
g
S
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 

坂
本
秀
次 

鷗
外
研
究
年
表
;19

?S
小
倉
時
代
V;
三
? 
 

  

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

M
O

RI Ō
G

AI 

³ILLU
SIO

N

µ
森
鷗
外
e
妄
想
g
;
独
訳
? 

 

金
子
幸
代 

鷗
外
S
舞
姫
V
と
川
端
康
成 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 
第
二
回
日
ソ
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
抱
負 
 

長
谷
川 

泉 
編
集
覚
え
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

訂
正
と
添
書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
島
田
人 

４９
号 

平
成
三
(1

9
9
1

-
七
・
九 

土
山
二
つ
の
宿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

眞
章 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
を
め
ぐ
ô
て 
 
 

キ
ム
・
レ
�
ホ  

松
本
武
夫
訳 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
の
e
北
遊
記
g
と
弘
前 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
森
鷗
外 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
� 

  
―

ベ
ル
リ
ン
の
森
鷗
外
記
念
館
;
北
九
州
市
に
お
け
る
講
演
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

;
藤
村
美
織 

訳
? 

鷗
外
ノ
�
ト
;
八
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

―

S
医
事
新
論
V
の
目
次
・
S
衛
生
療
病
志
V
の
目
次 

苦
木
虎
雄 

編 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

山
縣
・
石
黒
と
森
鷗
外 

―

忠
誠
と
抵
抗―

         

村
岡 

功 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

長
瀬
時
衡
と
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

野
末 

明 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
日
記
と
銀
座 

―

明
治
時
代―

                

武
田
勝
彦 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

晩
年
の
軍
医
森
鷗
外  

第
二
回 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 

―

臨
時
脚
気
病
調
査
会
の
批
判―

               

坂
本
秀
次 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

Ï
書
評
Ð 

e
点
滴
森
論
鷗
外
論
g;
長
谷
川
泉
著
?          

佐
野
良
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
研
究
研
究
;
２０
?
S
小
倉
時
代
V
;
四
? 
 

  

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
・
旅
と
そ
の
作
品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
石 

汎 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 



台
北
・
基
隆
・
澳
底
の
旅 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

蔡
錫
圭
教
授
と
の
再
会
を
含
め
て 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

香
港
・
台
湾
鷗
外
紀
行
報
告
写
真
集 
 
 
 
 

 

金
子
幸
代 

台
湾
・
香
港
の
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金
子
幸
代 

 
 
 

―

日
清
戦
争
時
代
を
中
心
に―

 

大
島
田
人 

平
出
彬
両
常
任
理
事
を
悼
む 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

特
別
会
員
森
類
氏
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
長
谷
川 

泉 

井
形
卓
三
前
理
事
長
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 

 
長
谷
川 

泉 

鷗
外
訳
e
即
興
詩
人
g
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
原
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長
島
要
一 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

５０
号 

平
成
四
(1

9
9
2

-
一
・
一
九 

e
豊
饒
の
海
g
に
お
け
る
鷗
外
の
遺
響
;
上
? 
 

清
田
文
武 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
日
記
と
銀
座―

大
正
時
代
;
元
年―

六
年
?―

 
 

 

武
田
勝
彦 

鷗
外
の
ド
イ
ツ
S
三
部
作
V
頌
歌 
 
 
 
 

  

大
杉
喜
久
男 

S
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
V
の
発
禁
と
文
芸
院 

 

 
 
 

―

鷗
外
・
漱
石
の
接
触
に
ふ
れ
て―

 
 
 
 
 
 

  

伊
狩 

章 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

母
性
原
理
を
越
え
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

―

鷗
外
の
歴
史
小
説
・
史
伝
の
中
の
女
性
像―

      

金
子
幸
代 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
ノ
�
ト
;
九
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

―

S
衛
生
療
病
志
V
目
次
;
２
? 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

編 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

森
鷗
外
と
田
中
義
一―

甘
ん
じ
て
な
る
保
守
の
人 
 
 

村
岡 

功 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
の
S
北
遊
記
V
と
弘
前
に
つ
い
て
;
三
? 

 
 
 

―

鷗
外
の
記
載
し
た
時
刻
の
正
確
さ―

 
 
 
 

 

松
木
明
知 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

舞
姫―

対
性
の
物
語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

S
近
代
的
自
我
V
神
話
転
位
の
た
め
に            

徳
間
佳
信 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

S
航
西
日
記
V;
和
訳
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
川
里
香
子 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 
泉
? 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
二
十
三
回 
 
 
 
 

 

    

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
� 
 
 

坂
本
秀
次 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
研
究
年
表
;
２１
?
S
小
倉
時
代
V
;
五
? 
 
 

苦
木
虎
雄 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

e
澀
江
抽
齋
g
関
係
資
料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

―

S
森
枳
園
伝
V
の
復
刻
;
後
?―

 
 
 
 
 
 
 

小
川
康
子 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉                             

５１
号 

平
成
四
(1

9
9
2

-
七
・
九 

津
和
野
・
鷗
外
・
二
十
一
世
紀 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

S
ふ
る
さ
と
津
和
野
鷗
外
塾
V
開
塾
記
念
講
演―

  

長
谷
川 

泉 

官
僚 

鷗
外
の
側
面 

一
r
鷗
外
r
そ
の
晩
年 

    

中
村
文
雄 

鷗
外
日
記
と
銀
座―

大
正
時
代
;
七
年―

十
一
年
?―

 

武
田
勝
彦 

晩
年
の
軍
医
森
鷗
外 

第
三
回
S
史
伝
発
想
の
内
実
V;
１
?
�
臨
時
脚

気
病
調
査
会
の
停
滞
と
克
服
�                       

坂
本
秀
次 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
?―

S
衛
生
療
病
志
V
目
次  

苦
木
虎
雄
編 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乘
V
と
青
森
;
五
? 

 

 
 

―

一
行
の
人
数―

                           

松
木
明
知 

;
編
集
覚
書
き 

長
谷
川 

泉
? 

鷗
外
短
歌
の
書
作 
 
 
 
 
 

              

   ―

金
子
鷗
亭
氏
が
森
鷗
外
記
念
館
;
伯
林
?
に
寄
贈―

 

長
谷
川 

泉 

値
長
谷
川
泉
先
生
十
二
巻
本
著
作
選
刊
行
之
際 

喜
賦
七
律
一
首
隔
海
致
賀                   

陳 

生
保 

鴎
外
漢
詩
漢
詩
索
引 
 
 

 

 
 
 
 

 

広
島
大
学
社
会
科
学
研
究
科 

曽
秋
桂  

落
合
由
治 

鷗
外
の
翻
訳
文
学
と
近
代
演
劇 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

 
 
 

―

明
治
四
十
年
代
か
ら
大
正
五
年
ま
で
の
翻
訳
上
演
戯
曲―

 



鷗
外
研
究
年
表
;
２２
?
S
小
倉
時
代
V
;
六
? 
 

 

苦
木
虎
雄 

e
鷗
外
g
総
目
次 
 
 
 
 
 

 

宮
本
則
子
r
錦
織
政
晴
編 

 

自
創
刊
号
;
昭
和40
年
・1965

年
?
至50

号
;
平
成4

年
・1922

年
? 

付
・
執
筆
者
索
引
・
件
名
索
引
・
分
類
索
引 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

５２
号 

平
成
五
(1

9
9
3

-
一
・
一
九 

S
北
游
日
乘
V
を
読
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

武
智
秀
夫 

官
僚 

鷗
外
の
側
面 

二 

少
年
の
日
の
軌
跡 
 
 

 

中
村
文
雄 

鷗
外
訳
稿
コ
­
ホ
頌
;
全
集
逸
文
?
一
篇 
 
 
 

清
田
文
武 

蹇
々
匪
躬 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

森 

富 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
一
? 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

�
S
衛
生
療
病
志
V
の
目
次
;
４
? 
 
 
 

 

;
苦
木
虎
雄 

編
? 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乗
V
と
青
森
;
四
?
死
節
碑    

松
木
明
知 

ベ
ル
ツ
供
養
塔
の
近
況 
 
 
 

    

中
川
浩
一 

鮏
川
郁
子 

航
西
の
志 

―

明
治
前
半
留
学
者
の
群
像―

          

村
岡 

功 

漢
詩
に
お
け
る
鷗
外
と
漱
石
と
の
違
い 
 
 
 

   

 
 
 

―

S
雲
V
を
中
心
に―

                        

曽 

秋
桂 

S
鷗
外
文
庫
V
目
録
抄
第
二
十
四
回 
 
 
 
 

    

    

�
岡
野
蔵
本
e
目
録
gS
和
漢
書
之
部
V
よ
り
�      

坂
本
秀
次 

鷗
外
研
究
年
表
;
２３
?
明
治
三
十
六
年
�
三
十
七
年 
 

苦
木
虎
雄 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

５３
号 

平
成
五
(1

9
9
3

-
七
・
九 

特
集 

 

日
中
翻
訳
交
流 

鷗
外
盛
儀
と
日
中
翻
訳
交
流 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

 
 

平
松
幹
夫
会
長
の
歓
迎
の
辞 

李
景
端
団
長
答
辞 

 

 
 

訪
日
団
の
滞
在
日
程 

日
本
翻
訳
家
協
会
訪
中
団
名
簿 

 

日
本
翻
訳
家
協
会
訪
中
団
歓
迎
会
で
の
挨
拶 
 
 

李 

景
端 

謝
辞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

丁
光
訓
先
生
r
韓
文
藻
先
生
と
の
邂
逅 
 
 
 
 

森 

秀
樹 

日
本
翻
訳
家
協
会
訪
中
団
を
迎
え
る 
 
 
 
 
 

陳 

生
保 

平
成
四
年
の
鷗
外
ブ
�
ム
の
現
状
と
日
中
文
化
交
流
;
無
記
名
? 

著
作
権
と
S
出
版
権
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

誠 

現
代
日
本
文
学
の
状
況
・
レ
ジ
メ 
 
 
 
 
 
 

荻
原
雄
一 

江
南
雑
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
末 

久 
後
北
游
日
乘
を
読
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

Ｒ
・
ゴ
­
ト
シ
3
ル
の
経
歴 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
田
勝
彦 

宙
づ
り
の
家
庭 

―
鷗
外
e
半
日
g
論―

            

金
子
幸
代

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
二
? 

―
S
衛
生
療
病
志
V
の
目
次
;
５
? 

 

・e
公
衆
医
事
g
の
目
次
;
１
? 
 
 
 
 
 
 

    

苦
木
虎
雄 

編 

北
海
道
に
お
け
る
森
鷗
外
の
足
跡 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

明
治
十
五
年
と
大
正
三
年
の
新
聞
調
査
か
ら―

     

松
木
明
知 

諭
吉
・
周
と
森
鷗
外 

明
治
啓
蒙
家
の
洋
行
と
活
動 
 
 

村
岡 

功 

e
晩
年
の
軍
医
森
鷗
外
g
第
四
回
S
史
伝
発
想
の
内
実
V
;
二
? 

 
 
 

�
脚
気
病
調
査
会
の
障
害
と
鷗
外
の
習
性
� 
 
 

 

坂
本
秀
次 

制
度
の
な
か
の
女
性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 

―

鷗
外
と
漱
石
の
ヒ
ロ
イ
ン―

                 

金
子
幸
代 

Ï
座
談
会
Ð
加
藤
剛
主
演
e
舞
姫
g
を
め
ぐ
ô
て 

 

                      

森
眞
章  

森
里
子  

広
末
久  

池
上
正
治 

 

                      

荻
原
雄
一  

;
司
会
?
長
谷
川
泉 

                        

座
談
会
後
記 

長
谷
川
泉 

舞
姫
・
小
説
・
舞
台 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

池
上
正
治 

幻
の
³
舞
姫
µ
に
日
本
で
対
面
し
て 
 
 
 

    

張 

暁
民 

鷗
外
研
究
年
表
;24

?S
日
露
の
役
V 
 
 
 

    

苦
木
虎
雄 

Ï
書
評
Ð 

長
島
要
一
著
e
森
鷗
外
の
翻
訳
文
学
S
即
興
詩
人
V
か
ら
S
ペ
リ
カ 

 
 
 
 
 
 

ン
V
ま
で
g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

長
谷
川
泉
著
e
森
鷗
外
盛
儀
g 

  

 
 
 
 

  

小
泉
浩
一
郎 

Ï
新
刊
紹
介
Ð 

金
子
幸
代
著
e
鷗
外
と
�
女
性
�―

森
鷗
外
論
究
g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

木
谷
喜
美
枝 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長
谷
川 

泉  

５４
号 

平
成
六
(1

9
9
4

-
一
・
十
九 

e
文
づ
か
ひ
g
の
一
舞
台 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

鷗
外
の
医
学
生
時
代
と
衛
生
学 
 
 
 
 
 
 

 



 

―
当
時
わ
が
国
で
出
版
さ
れ
た
衛
生
学
書
を
中
心
に―

 

武
智
秀
夫 

鷗
外
の
小
説
作
品
に
お
け
る
S
鷗
V
の
意
味 
 

 

曽 

秋
桂 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
三
?―

S
公
衆
醫
事
V
の
目
次
;
２
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乗
V
と
青
森
;
六
? 
 
 

 

 

―

龍
宮
市
と
立
鼓
一―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

松
木
明
知 

静
か
な
啓
蒙 

―

明
治
三
十
年
代
の
鷗
外―

 
 

    

村
岡 

功 

官
僚
鷗
外
の
側
面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
文
雄 

e
森
鷗
外
文
庫
・
蔵
書
目
録
g
最
終
回 

総
括 

 
坂
本
秀
次 

H
eike Shöche  

eD
eutschlandtagebuch

g
を
読
ん
で 

                 

や
ま
だ
・
と
お
る 

羽
白
由
美
子 

金
子
幸
代 

                 

カ
�
テ
«
・
ミ
ツ
イ 

ペ
�
タ
�
;
日
本
名
ハ
ン
ジ
? 

鷗
外
研
究
年
表
;25

?
日
露
の
役 
 
 
 
 

  

 
 

苦
木
虎
雄 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ベ
ル
ン
ト
教
授
を
悼
む           

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉 

５５
号 

平
成
六
(1

9
9
4

-
七
・
九 

免
官
後
の
武
島
務―

森
鷗
外
S
舞
姫
V
の
詩
と
真
実―

 
 

平
井 

孝 

観
潮
楼
よ
り
津
和
野
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
西
久
穂 

プ
ラ
�
ゲ
ル
の
陸
軍
医
事
制
度
書
に
つ
い
て 
 
 

武
智
秀
夫 

第
三
十
四
回
ア
ジ
ア
北
ア
フ
リ
カ
研
究
国
際
会
議
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
島
要
一 

鷗
外
忌
に
よ
せ
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
杉
喜
久
男 

Ï
資
料
紹
介
Ð 

鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵
・
鷗
外
自
筆
未
発
表
書
簡
一
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
一
穎 

鷗
外
研
究
年
表
;26

?
日
露
の
役 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

e
晩
年
の
軍
医
森
鷗
外
g
S
史
伝
発
想
の
内
実
V
;
３
? 

 

³
森
鷗
外
と
ゲ
�
テ
µ
;
そ
の
一
? 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本
秀
次 

鷗
外
の
S
後
北
游
日
乗
V
と
青
森
;
七
? 
 
 
 

松
木
明
知 

鷗
外
と
自
我 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
四
? 

―

S
公
衆
醫
事
V
の
目
次
;
３
? 

―
S
文
学
評
論
し
が
ら
み
草
紙
V
の
目
次
;
１
? 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ベ
ル
ン
ト
教
授
の
思
い
出 
 
 
 
 

森 

眞
章 

デ
ン
マ
�
ク
É
コ
ペ
ン
ハ
�
ゲ
ン
大
学
長
島
要
一
博
士
に 

第
三
回
森
鷗
外
記
念
会
賞
授
与 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長
谷
川 

泉 

S
鷗
外
全
集
V
逸
文 

雙
木
園
主
人
・
堀
捨
二
郎
編
述 

 

江
戸
時
代
戯
曲
小
説
通
志―
誠
之
堂
蔵
板―

へ
の
e
文
学
博
士 

 

森
林
太
郎
の
序
文
g 
 
 
 
 
 

            

藤
井
誠
一 

S
う
た
日
記
V
論 

―

S
罌
粟
r
人
糞
V
を
中
心
に―

 
 

大
塚
美
保 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
長
谷
川 

泉 

 

森
鷗
外
記
念
会
賞
受
賞 

長
島
要
一
博
士 

至
文
堂 

黒
河
内
平
社
長 

５６
号 

平
成
七
(1

9
9
5

-
一
・
十
九 

津
和
野
町
の
森
鷗
外
記
念
館  

 
 
 

平
成
六
年
一
月
十
一
日
に
起
工
式
終
わ
る 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

ロ
�
ト
と
そ
の
著
書
S
陸
軍
衛
生
学
全
書
V
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

S
私
の
鷗
外
V
を
求
め
て
;
１
? 
 
 
 
 
 
 

尾
崎
健
次 

ベ
ル
リ
ン
医
学
留
学
生
と
そ
の
恩
師
た
ち
・
谷
口
謙
の
場
合 

 
 

―

森
鷗
外
e
舞
姫
g
の
詩
と
真
実―

 
 
 
 
 
 
 
 

平
井 

孝 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
五
?―

S
文
学
評
論
し
が
ら
み
草
紙
V
の
目
次
;
２
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

鷗
外
全
集
逸
文
書
翰
一
通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

晩
年
の
森
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

近
代
演
劇
と
森
鷗
外
・
補
遺 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

至
宝
e
阿
蜜
哩
多
軍
茶
利
法
g
の
行
方 
 
 
 
 

森 

秀
樹 

鷗
外
研
究
年
表
;27

?
明
治
三
十
八
年
�
三
十
九
年 
 

苦
木
虎
雄 

木
嶋
家
訪
問
の
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

S
舞
姫―

エ
リ
ス
の
た
め
に
V
も
う
一
度 

 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ウ
エ
バ
�  

藤
村
美
織
・
訳 

長
谷
川
泉
著
e
鷗
外
文
献
集
纂
g 
 
 
 
 
 
 
 

小
林
安
司 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

５７
号 

平
成
七
(1

9
9
5

-
七
・
九 

特
集
^
森
鷗
外
記
念
会
三
十
年
史
a 



森
鷗
外
記
念
会
創
立
三
十
周
年
を
祝
う 

文
京
区
長
遠
藤
正
則 

森
鷗
外
記
念
会
の
展
望
三
十
年 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

森
鷗
外
記
念
会
と
記
念
室 

―

薮
下
通
り
の
今
昔 

 

佐
藤
繁
雄 

森
鷗
外
記
念
会
設
立
経
過
資
料
;
再
録
? 

S
砂
に
書
か
れ
た
記
録
V
抄 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

於
菟 

鷗
外
記
念
事
業
十
七
年
の
記
録 
 
 
 
 
 
 

野
田
宇
太
郎 

鷗
外
記
念
図
書
館
建
設
雑
記 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
形
卓
三 

S
挨
拶
V;
鷗
外
記
念
講
演
会
? 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
橋
誠
一
郎 

森
家
に
関
す
る
追
悼
文
;
再
録
? 

 

名
誉
会
長
森
於
菟
氏
逝
去―

旧
臘
二
十
一
日
自
宅
で―

 

 

森
於
菟
博
士
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
田
宇
太
郎 

 

○
小
金
井
良
一
氏 

 

 

森 

類
氏
夫
人
死
去
さ
る 

 

森 

富
貴
氏
ご
逝
去 

 

名
誉
会
員 

森 

茉
莉
さ
ん
を
悼
む 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

 

名
誉
会
員 

森 

類
様
の
ご
逝
去
を
悼
む 

＊
以
上
^
森
鷗
外
記
念
会
通
信
a
六
・
一
七
・
三
四
・
五
八
・
七
九
・
九 

 

五
か
ら
再
録 

 

名
誉
会
員
森
類
氏
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

森
鷗
外
記
念
会
三
十
年
史 

年
表       

関
沢
政
久  

山
崎
穆 

M
O

RI Ô
G

AI: 
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µ 

森
鷗
外
e
な
の
り
そ
g
;
独
訳
? 

 

金
子
幸
代  

チ
ナ
・
マ
ル
チ
ン 

留
学
が
実
現
す
る
ま
で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

e
日
東
十
客
g
の
写
真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

秋
山
清
水
画
伯
の
ベ
ル
ン
ト
教
授
肖
像
画
r
伯
林
の
森
鷗
外
記
念
館
に
寄

贈
／
津
和
野
町
の
森
鷗
外
記
念
館
の
工
事
r
順
調
／
島
根
県
美
濃
郡
美
都

町
都
茂
に
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
発
見
者
秦
佐
八
郎
を
記
念
す
る
S
秦
記
念
館
V

／
姫
路
文
学
館
で
の
森
鷗
外
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

巴
里
の
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
田
勝
彦 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
六
?―

S
文
学
評
論
し
が
ら
み
草
紙
V
の
目
次
;
３
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

苦
木
虎
雄 

隠
逸
と
済
物
と―

霞
亭
を
忖
度
す
る―

 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 
新
S
舞
姫
V
論
争―

ベ
ア
�
テ
・
ウ
エ
�
バ
�
女
史
に
反
論
す
る―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

萩
原
雄
一 

エ
リ
�
ゼ
は
な
ぜ
ジ
Í
ノ
ア
経
由
で
帰
国
し
た
の
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冨
崎
逸
夫 

津
金
孝
邦
氏
よ
り
個
展
作
品
の
寄
贈
を
受
け
る 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
長              

木
下
千
恵
子 

S
私
の
鷗
外
V
を
求
め
て
;
２
? 
 
 
 
 
 
 

尾
崎
健
次 

鷗
外
研
究
年
表
;28

?
明
治
三
十
九
年
�
四
十
年 
 
 

苦
木
虎
雄 

東
大
弥
生
門
外
の
立
原
道
造
記
念
館           
長
谷
川 

泉 

Ï
書
評
Ð 

中
村
文
雄
著
e
森
鷗
外
と
明
治
国
家
g 
 
 
 
 
 

松
島
榮
一 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉 

５８
号 

平
成
八
(1

9
9
6

-
一
・
一
九  

猪
狩
三
等
軍
医
墓
誌
銘―

そ
の
空
白
と
所
在―

 
 
 
 

森 

富 

水
く
ゞ
る
鵜
の
い
さ
ま
し
さ
あ
は
れ
な
り 
 
 
 

清
田
文
武 

隊
務
日
記
を
読
む
;
一
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

退
学
後
の
武
島
務 

―

森
鷗
外
e
舞
姫
g
の
詩
と
真
実―

 

平
井 

孝 

秩
父
路
を
尋
ね
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
沢
孝
夫 

e
鷗
外
森
林
太
郎
S
航
西
日
記
V
注
解
ノ
�
ト
g
へ
の
応
答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

鷗
外
森
林
太
郎
S
航
西
日
記
V
注
解
ノ
�
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
澤
恒
夫  

伊
藤
由
美
子  

大
野
亮
司 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
政
幸  

本
田
孔
明 

独
・
森
鷗
外
記
念
館
;
ベ
ル
リ
ン
?
支
援
募
金
の
お
願
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

長
谷
川 

泉 

鷗
外
巴
里
初
会
再
論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
田
勝
彦 

森
鷗
外
S
フ
ア
ス
チ
エ
ス
V
と
木
下
杢
太
郎 

 
 

―

社
会
批
判
の
眼
と
自
己
批
判
の
眼
と―

 
 
 
 

 

遠
藤
誠
治 

S
う
た
日
記
V
感
傷
紀
行―

猴
児
石
か
ら
南
山
ま
で 
 

冨
崎
逸
夫 

鷗
外
S
う
た
日
記
紀
行
V
日
記
抄 
 
 
 
 
 
 

大
石 

汎 

S
慊
堂
日
暦
V
の
女
人
た
ち                  

村
岡  

功 



鷗
外
ノ
�
ト
;
十
七
?―

S
し
が
ら
み
草
紙
V
の
目
次
;
４
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

S
め
さ
ま
し
草
V
の
目
次
;
１
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

苦
木
虎
雄 

飯
盛
挺
造
の
名
前
の
読
み
に
つ
い
て
の
報
告      

中
井
義
幸 

津
和
野
町
に
森
鷗
外
記
念
館
完
成             

長
谷
川 

泉 

五
年
ぶ
り
の
デ
�
ベ
ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

森  

富 

鷗
外
研
究
年
表
;
２９

?
明
治
四
十
年
�
四
十
一
年 
 
 

苦
木
虎
雄 

Ï
書
評
Ð 

e
文
学
理
論  

長
谷
川
泉
著
作
選
８
g
を
読
む 
 
 

 
清
田
文
武 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 
泉 

５９
号 

平
成
八
(1

9
9
6

-
七
・
九 

 

特
集
^
小
倉−

津
和
野
ツ
ア
r
a 

小
倉―

山
口
;
防
府
?―

津
和
野
ツ
ア
�
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冨
崎
逸
夫 

鷗
外
を
尋
ね
る
旅
の
途
上
に
て 
 
 
 
 
 
 

大
杉
喜
久
男 

森
静
男
・
林
太
郎
父
子
上
京
の
道 
 
 
 
 
 
 

中
川
浩
一 

M
O

RI Ô
G

AI 

“D
er Turm

 des Schw
eigens

” 

森
鷗
外
e
沈
黙
の
塔
g;
独
訳
?    

金
子
幸
代  

チ
ナ
・
マ
ル
チ
ン 

e
北
游
日
乗
g
の
足
跡
と
漢
詩
;
一
? 
 
 
 

安
川
里
香
子 

隊
務
日
記
を
読
む
;
二
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

鷗
外
歴
史
文
学
考
;
一
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名
規
明 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
八
?―

め
さ
ま
し
草
の
目
次
;
２
?  

苦
木
虎
雄 

S
経
籍
訪
古
志
V
を
め
ぐ
ô
て 

―

そ
の
序
r
跋
と
森
枳
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

軍
医
森
鷗
外
再
考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

鷗
外
旧
居
考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
杉
伸
夫 

鷗
外
文
学
と
天
皇
制 

―

e
か
の
や
う
に
g
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村
幸
一
郎 

鷗
外
と
ド
イ
ツ
の
現
在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

鷗
外
研
究
年
表
;
３０

?
明
治
四
十
一
年 
 
 
 
 
 
 

 

苦
木
虎
雄 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

６０
号 

平
成
九
(1

9
9
7

-
一
・
一
九 

特
集
^
鷗
外
a
６０

号
発
刊
記
念 

鷗
外
の
医
学
生
時
代
考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
杉
伸
夫 

隊
務
日
記
を
読
む
;
三
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

e
或
る
S
小
倉
日
記
V
伝
g
論 

―

事
実
と
虚
構
の
交
叉―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
一
穎 

e
北
游
日
乗
g
の
足
跡
と
漢
詩
;
二
? 
 
 
 

安
川
里
香
子 

わ
が
青
春
の
記
録
か
ら 

 

―

ル
ド
ル
フ
・
フ
ä
ン
・
ゴ
­
ト
シ
3
ル
の
回
想―

 

 

                                 
武
田
勝
彦 

立
野
公
一 

訳 

鷗
外
ノ
�
ト
;
十
九
?―

め
ざ
ま
し
草
の
目
次
;
８
?―

芸 

分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―

萬
年
艸                  
苦
木
虎
雄 

鷗
外
歴
史
文
学
考
;
二
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名
規
明 

// // // // // /

S
鷗
外
V
誌
に
憶
う/ // // // / // // //////// // // // // // // // /// // // //// //// //// //// //// /// 

S
鷗
外
V
誌
と
私 

冨
崎
逸
夫
／
鷗
外
研
究
の
国
際
化
の
た
め
に 

長
島
要

一
／
S
鷗
外
V
誌
に
憶
う 

苦
木
虎
雄
／
S
鷗
外
V
誌
に
憶
う 

明
石
利
代

／
S
鷗
外
V
誌
に
憶
う 

柴
口
順
一
／
S
鷗
外
V
誌
に
憶
う 

小
林
安
司
／

S
鷗
外
V
誌
に
憶
う 

須
田
喜
代
次
／
S
鷗
外
V
誌
に
憶
う―

S
堺
事
件
V

論
争
を
め
ぐ
ô
て 

小
泉
浩
一
郎
／
賀
古
書
簡
に
つ
い
て 

竹
盛
天
雄
／
鷗

外
と
青
野
季
吉 

清
田
文
武
／
e
鷗
外
g
誌
に
憶
う
こ
と 

田
中
実 

/// // / // // // // // // // //// // // // // // / // // // // // // //////// // // // // / // // // // ///////////////////// // ////// 

S
鷗
外
V
誌
r
回
顧
と
展
望
六
十
号 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

}
S
鷗
外
V
創
刊
号
復
刻
� 

// // // // // // // // // // //// // // / // // // // // // // // // //////// // / // // // // // // // /////////////// // // // // ////// 

紀
行
・
独
逸
と
巴
里
の
旅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

Ï
書
評
Ð 

石
井
郁
男
e
鷗
外
S
小
倉
左
遷
V
の
謎
g
を
読
む 

山
崎
一
穎 

鷗
外
研
究
年
表
;
３１

?
明
治
四
十
一
年
�
四
十
二
年     

苦
木
虎
雄 

丸
山
博
理
事
を
悼
む                       

長
谷
川 

泉 

軍
医
森
鷗
外
再
考
;
続
稿
? 

 

―

隊
付
勤
務
一
件
顛
末―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
井
義
幸 

資
料
公
刊
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て        

中
井
義
幸 

 

鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
蔵
在
獨
鷗
外
宛
未
刊
書
簡
抄 

 

石
黒
直
悳
軍
醫
監
滞
欧
通
信
抄 



鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

６１
号 

平
成
九
(1

9
9
7

-
七
・
九 

特
集
^
鷗
外
a
６０

号
発
刊
記
念 

ラ
イ
プ
チ
­
ヒ
で
の
衛
生
学
研
修             

武
智
秀
夫 

北
尾
次
郎
の
伝
記
的
諸
事
実
に
つ
い
て       

平
賀
英
一
郎 

高
坂
駒
三
郎
に
宛
て
た
鷗
外
青
年
期
の
書
簡 
 
 
 

小
田
晧
二 

S
鷗
外
V
と
い
う
号 

―

全
創
作
署
名
一
覧
表
か
ら
見
て―

 

                                        

曽 

秋
桂 

鷗
外
全
集
の
逸
文 

―

伊
藤
素
軒
著
e
ミ
レ
エ
伝
g
序
と
書
簡―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

S
森
鷗
外
小
倉
在
任
中
の
母
宛
書
簡
の
研
究 

 
 

―

錯
簡
を
主
と
し
て―

V
の
補
遺
と
訂
正 
 
 
 
 
 

川
田
国
芳 

e
北
游
日
乘
g
の
足
跡
と
漢
詩
;
三
? 
 
 
 

安
川
里
香
子 

平
成
九
年
八―

九
月
の
S
森
鷗
外  

ド
ナ
ウ
紀
行
V
金
子
幸
代 

鷗
外
研
究
年
表
;
３２

? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

苦
木
虎
雄 

東
大
弥
生
門
外
の
立
原
道
造
記
念
館
開
館
行
事   

長
谷
川 

泉 

中
国
か
ら
の
二
論
文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
新
聞
ニ
«
�
ス             

金
子
幸
代 

曽
秋
圭
博
士
;
台
湾
?
の
S
漱
石
と
鷗
外
と
の
比
較
研
究
V 

   ―

漢
詩
創
作
を
軸
に
し
て―

学
位
論
文
概
要    
 

 

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉  

６２
号 

平
成
十
(1

9
9
8

-
一
・
一
九 

鷗
外
・
ド
ナ
ウ
紀
行
概
要
報
告 
 
 
 
 
 
 

  

森 

富 

森
鷗
外
と
松
本
清
張 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

ラ
イ
プ
チ
­
ヒ
時
代
の
軍
事
研
修              

武
智
秀
夫 

e
舞
姫
g
と19

世
紀
ユ
ダ
ヤ
人
問
題           

真
杉
秀
樹 

鷗
外
の
医
学
生
時
代
考―

補
遺 
 
 
 
 
 
 
 

上
杉
伸
夫 

鷗
外
歴
史
文
学
考
;
三
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名
規
明 

鷗
外
S
舞
姫
V
と
四
迷
e
浮
雲
g
e
即
興
詩
人
g
他 

 

―

そ
の
影
響
関
係
を
め
ぐ
ô
て―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

遠
藤
誠
治 

e
舞
姫
g
に
お
け
る
気
象
描
写                

杉
元
完
治 

内
藤
長
十
郎
と
酒 

―

森
鷗
外
と
酒
そ
の
一―

          

前
田 

淳 

鷗
外
研
究
年
表
;
３３

?S
明
治
四
十
二
年
V 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

e
北
游
日
乗
g
の
足
跡
と
漢
詩
;
四
? 
 
 
 

安
川
里
香
子 

S
航
西
日
記
V
注
釈
;
Ⅱ
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
澤
恒
夫  

伊
藤
由
美
子  

大
野
亮
司 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
政
幸  

本
田
孔
明 

哀
悼  

苦
木
虎
雄
評
議
員                   

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉 

６３
号 

平
成
十
(1

9
9
8

-
七
・
九 

鷗
外
の
遺
言
と
栄
典
制
度 

 
 

―

新
資
料
・
加
藤
拓
川
宛
賀
古
鶴
所
書
簡
の
意
味
す
る
も
の―

 

                                     

 

 
渡
辺
義
雄 

北
遊
記
の
鷗
外
書
幅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

ド
レ
ス
デ
ン
で
の
鷗
外―

軍
医
講
習
会
を
中
心
に―

    

武
智
秀
夫 

落
合
雙
石
に
つ
い
て 

 

―

e
伊
澤
蘭
軒
g・e
北
条
霞
亭
g
の
補
註
的
考
察―

;
上
?
前
田 

淳 

自
尊
心
昇
華
の
軌
跡―

諦
め
r
灰
燼
r
遺
書―

 
 

村
岡 

功 

S
ラ
イ
プ
チ
­
ヒ
時
代
の
軍
事
研
修
V
補
遺 

 

 
―

ザ
ク
セ
ン
州
立
中
央
公
文
書
館
;Sächsisches H

auptstaatsarchiv

É 

   D
resden

?
の
資
料
か
ら―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

武
智
秀
夫 

森
鷗
外
と
明
治
の
脚
気
問
題
;
そ
の
一
部
? 
 
 
 
 

山
下
政
三 

名
誉
会
員
小
堀
杏
奴
さ
ん
を
悼
む 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

S
森
鷗
外
小
倉
在
任
中
の
母
宛
書
簡
の
研
究―

錯
簡
を
主
と
し
て
V 

 

の
拾
遺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田
国
芳 

e
美
し
い
日
本
の
私
g 

 
 
 

グ
リ
ゴ
�
リ
エ
バ
・
タ
チ
ア
�
ナ
・
ペ
ト
ロ
�
ブ
ナ
著 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
武
夫
訳
述 

S
航
西
日
記
V
注
釈
;
Ⅲ
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
澤
恒
夫  

伊
藤
由
美
子  

大
野
亮
司 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
政
幸  

本
田
孔
明 

鷗
外
研
究
年
表
;
３４

?S
明
治
四
十
二
年
�
四
十
三
年
V 

 

苦
木
虎
雄 

Ï
対
談
Ð 

e
舞
姫
g
を
め
ぐ
ô
て 
 
 
 
 
 

 

萩
原
雄
一
／
金
子
幸
代 



鷗
外
S
う
た
日
記
V
よ
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
井
正
人 

森
鷗
外  
独
逸
・
瑞
西
紀
行
へ
の
お
誘
い 
 
 
 

金
子
幸
代 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

６４
号 

平
成
十
一
(1

9
9
8

-
一
・
一
九 

東
京
専
門
学
校
講
師 

森
林
太
郎 
 
 
 
 
 
 

 

武
田
勝
彦 

  

;
付 

編
集
中
期 

長
谷
川 

泉
? 

e
舞
姫
g
に
お
け
る
ア
ル
ト
・
ベ
ル
リ
ン
の
地
誌 

 

―

S
ク
ロ
ス
テ
ル
巷
の
古
寺
V
と
パ
ロ
ヒ
ア
ル
・
シ
«
ト
ラ
�
セ
を
中 

 

心
に―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
真
杉
秀
樹 

森
鷗
外
と
明
治
の
脚
気
問
題
;
そ
の
一
部
?
続       

山
下
政
三 

西
周
伝
へ
の
若
干
の
考
察 

 

―

慶
喜
と
周
É
周
と
鷗
外―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

S
落
合
雙
石
に
つ
い
て
;
下
?
V 

 

―

e
伊
澤
蘭
軒
g・e
北
条
霞
亭
g
の
補
註
的
考
察―

 
 
 

前
田 

淳 

老
い
て
な
お 

―

鷗
外
作
品
の
盲
点
を
追
う―

          

林 

量
三 

主
と
し
て
e
鷗
外
が
結
婚
し
た
日
は
い
つ
か
g
に
つ
い
て 

 

―

赤
松
家
資
料
調
査
紹
介―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

杉
本
完
治 

森
鷗
外
e
雁
g
の
文
学
的
背
景
と
し
て
の
e
虞
初
新
志
g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 

淑
丹 

鷗
外
S
歴
史
文
学
考
V
;
三
?
補
遺 

 

―

長
谷
川
泉
氏
宛
書
簡―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
名
規
明 

森
鷗
外
記
念
会
会
計
監
査
報
告
と
対
応 
 
 

   

長
谷
川 

泉 

e
後
北
游
日
乗
g
の
漢
詩
;
１
? 

 

  
―

旅
立
ち
前
後
の
詩―

 
 
 

    
 
 

  
 
 

安
川
里
香
子 

鷗
外
S
舞
姫
V
に
お
け
る
³
き
の
ふ
の
是
は
け
ふ
の
非
な
る
わ

が
瞬
時
の
感
触
µ
考 

―

e
荘
子
g
r
良
寛
r
四
迷
e
浮
雲
g
と
の
関
連
に
つ
い
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
誠
治 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉 

６５
号 

平
成
十
一
(1

9
9
8

-
七
・
九  

 

特
集
^
森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩
a 

 
｢

森
鷗
外
独
逸 

 

瑞
西
紀
行｣

 

//////////

森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩///////////// / // // // // // // // // ////// // // // / // //  

森
鷗
外
記
念
会
主
催
S
森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩
V
総
論  

長
谷
川 

泉 
S
森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩
V
参
加
者
一
覧 

S
森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩
V
頌
詩                  

長
谷
川 

泉 

関
西
文
学
散
歩
に
参
加
し
て                          

森 

憲
二 

鷗
外
の
縁
に
つ
な
が
る
も
の 

 

―

鷗
外
と
関
西
文
学
散
歩
に
参
加
し
て―

 
 
 
 
 
 
 

原
田
廣
巳 

³
森
鷗
外
µ
と
関
西
の
文
学
散
歩
に
同
行
し
て            

池
田 

忠 

³
森
鷗
外
µ
と
関
西
の
文
学
散
歩―

三
十
句―

 
 
 
 
 
 

吉
倉 

煌 

S
鷗
外
探
訪
関
西
の
旅
V
に
参
加
し
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
崎
健
次 

S
鷗
外
V
を
往
く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
尾
崎
テ
ル
子 

森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩 

自
由
と
美               

松
崎
八
千
代 

な
ら
ま
ち
散
策                                  

檀
原
み
す
ず 

S
森
鷗
外
と
関
西
の
文
学
散
歩
V
に
参
加
し
て 
 
 
 
 
 

長
坂
克
巳 

門
随
想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
子
靖
久 

e
小
倉
日
記
g
と
土
山
常
明
禅
寺                      

品
川
洋
子 

つ
く
ば
い
の
水                                    

泉 

菊
女 

丹
後
宮
津
を
訪
ね
て                              

安
川
里
香
子 

安
寿
姫
の
働
か
さ
れ
た
潮
汲
み
を
考
え
る                

中
川
浩
一 

/ // // // // /

森
鷗
外
独
逸 

 

瑞
西
紀
行// // // ////// // // // // // // / ////////////////////////////// 

森
鷗
外
紀
行 

独
逸
・
瑞
西
の
旅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

// // // // // // // // // // //// // // / // // // // // // // // // //////// // / // // // // // // // /////////////// // // // // //////

映
画
の
中
の
森
鷗
外 
 
 
 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ヴ
Í
�
バ
� 

鷗
外
文
献
集
纂                           

長
谷
川 

泉 

６６
号 

平
成
十
二
(1

9
9
8

-
一
・
一
九 

還
東
日
乘
を
読
む
;
一
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
賀
秀
夫 

時
代
背
景
か
ら
み
た
S
日
本
医
学
会
論
V
と
S
傍
観
機
関
V
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
下
政
三 

S
路
溼
好
尋
乾
處
行
V
考 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
川
清
太
郎 

S
智
慧
袋
V
研
究 

 

―

ク
ニ
­
ゲ
作
S
交
際
法
V
の
鷗
外
に
よ
る
受
容
に
つ
い
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
�
ザ
・
ヴ
ナ
�
／
森
ゆ
り
子
訳 



S
エ
リ
ス
V
の
肖
像―

ド
イ
ツ
女
性
の
社
会
史
か
ら
の
照
明―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
杉
秀
樹 

一
葦
航
す―

鷗
外
・
森
林
太
郎 

上
京
コ
�
ス
私
論―

 
 

 

林 

量
三 

鷗
外
S
舞
姫
V
と
露
伴
e
天
う
つ
浪
g
・
小
論 

 

―

そ
の
影
響
関
係
を
め
ぐ
ô
て―
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

遠
藤
誠
治 

作
者
の
記
述
ミ
ス 

―

S
う
た
か
た
の
記
V
S
護
持
院
原
の
敵
討
V―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田
国
芳 

鷗
外
歴
史
文
学
考
;
四
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名
規
明 

鷗
外
遺
言
書
の
周
辺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
喜
一
郎 

森
鷗
外
の
武
谷
水
城
宛
書
簡
二
十
通          

武
谷
恵
美
子 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

６７
号 

平
成
十
二
(1

9
9
8

-
七
・
九 

参
穎
異
彩
燦
映 

Ⅰ 

長
春
で
の
日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 

―

川
端
文
学
研
究
第
四
回―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

Ï
参
加
者
Ð
於
長
春 

範
業
本 

呂
元
明 

原 

善 

李
徳
純 

奥
村
紀

美 

高
根
沢
紀
子 

金
春
華 

福
田
淳
子 

胡
孟
聖 

島
村
輝
谷
学
謙 

川
俣
従
道 

李
芒 

高
慧
勤 

三
田
英
■ 

日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
期
待 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

シ
ン
ポ
ジ
«
�
ム
に
寄
せ
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

■
向
榮 

川
端
文
学
研
究
会
の
過
去
・
現
在
・
未
来
／
長
春
で
の
日
中
共
同
川
端
文

学
シ
ン
ポ
／
S
鷗
外
V
未
公
開
書
簡
二
十
通 

／
燦
映
／
□
啄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

 
 
 

Ⅱ 

森
鷗
外 

独
逸
・ 

英
国
紀
行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

鷗
外
と
ベ
ル
リ
ン
軍
医
学
校 
 
 
 
 
 
 
 
 

鮫
島
夏
樹 

独
・
蘭
・
英
か
ら
見
た
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

最
高
の
旅
の
思
い
出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶴
田
君
子 

鷗
外
と
シ
Í
イ
ク
ス
ピ
ア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
内
典
子 

 
 
 

Ⅲ 

ゲ
�
テ
・
鷗
外
縁
り
の
旅
に
参
加
余
聞 
 
 
 
 

佐
藤
繁
雄 

ド
イ
ツ
紀
行
・
一
九
九
九 

 
 
 

森
鷗
外
記
念
会
主
催 

首
都
ベ
ル
リ
ン
復
帰
・
ゲ
�
テ
生
誕
二
百
五 

 
 

十
年
記
念
探
訪
旅
行
・
概
況
報
告 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
井
義
幸 

第
一
の
記
念
館
で
第
三
の
記
念
館
を
思
う 
 
 
 

池
田 

忠 

折
鶴
に
託
す
鷗
外
の
念 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼
子
靖
久 

独
国
遊
学
始
末 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東 

優 

空
碧
く
シ
«
タ
ル
ン
ベ
ル
ク
湖
水
澄
み
て 
 
 
 

泉 

菊
女 

 

ゲ
�
テ
・
鷗
外
縁
り
の
ド
イ
ツ
紀
行 
 
 
 
 

 

小
峯 

進 

宮
崎
道
三
郎
が
住
ん
だ
町 

―

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク 
 
 

岩
村
孝
子 

鷗
外
と
ゲ
�
テ
を
尋
ね
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

篠
崎
セ
ウ
コ 

S
黄
色
V
の
考
察 

                     

 
 

尾
崎
朝
子 

印
象
記 

川
端
文
学
研
究
第
四
回
日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

歴
史
の
痛
み 

森
鷗
外
記
念
会
主
催
S
ゲ
�
テ
生
誕250

周
年
・
ベ
ル
リ
ン
首
都
復
活
記

念
V
ゲ
�
テ
／
鷗
外
縁
り
の
旅 

時
の
な
が
れ 

社
団
法
人
・
ユ
ネ
ス
コ
教
会
第
五
回
世
界
大
会
開
催
報
告 

 

                                             

松
崎
八
千
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忍
田
純
子 

ベ
ル
リ
ン
随
想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壇
原
み
す
ず 

森
鷗
外
の
ベ
ル
リ
ン
第
三
の
下
宿 
 
 
 
 
 

壇
原
み
す
ず 

ゲ
�
テ
鷗
外
縁
り
の
旅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
倉 

煌 

e
後
北
游
日
乘
g
の
漢
詩 

⑵ 

   ―

函
館
・
臥
牛
山
で
の
詩―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
川
里
香
子 

S
文
化
V
と
し
て
の
エ
リ
�
ゼ 

 

 
―

ド
イ
ツ
女
性
史
か
ら
の
照
明―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
杉
秀
樹 

Ï
書
評
Ð 

鷗
外
の
峰
子
宛
書
簡
S
二
八
七
V
号
;
岩
波
全
集
? 

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田
国
芳

S
鷗
外
留
学
始
末
V
中
井
義
幸
著
を
読
み
て 
 

 

小
金
井
純
子 

鷗
外
研
究
年
表
;35

? 

明
治
四
十
三
年 
 
 
 

苦
木
虎
雄 



森
眞
章
博
士
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

鴎
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

６８
号 

平
成
十
三
(1

9
9
9

-
一
・
九 

Ï
報
告
Ð 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

e
古
都
g
日
本
画
と
書
の
世
界  
講
演
会 
 
 

 

 

 

十
一
月
に
奈
良
で
S
鷗
外
と
奈
良
V
展 
 
 

 

森
鷗
外 

e
舞
姫
g
の
舞
台
・
三
説 
 
 
 
 
 
 

山
下
寓
里 

e
豊
鏡
の
海
g
に
お
け
る 

鷗
外
の
遺
響 

;
中
? 

清
田
文
武 

 

伝
記
的
ス
ケ
­
チ
と
し
て
の
S
鎚
一
下
V 
 
 
 

河
野
至
恩 

森
潤
三
郎
・
森
鷗
外
と
S
京
都
図
書
館
淫
書
刊
行
事
件
V 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
梨 

章 

Ï
特
集
Ð 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

湯
沢
町
の
S
古
都
V
愛
賞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

川
端
康
成
と
S
雪
国
V
の
世
界
に
誘
わ
れ
て 
 
 
 
 
 

田
村
嘉
勝 

e
古
都
g
に
お
け
る
川
端
文
学
と
美
術 

 
 
 
 
 
 
 
 

北
川
榮
一 

川
端
康
成
の
愛
で
た
北
山
杉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
下
良
介 

小
説
S
雪
国
V
を
町
づ
く
り
に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
村
武
雄 

高
半
で
懇
親
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
は
る
み 

森
鷗
外
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
学
問
観 
 
 
 
 

児
島
由
理 

鷗
外
歴
史
文
学
考
;
五
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名
規
明 

鷗
外
S
舞
姫
V
の
都
市
描
写
と
e
唐
詩
選
g 
 
 

遠
藤
誠
治 

鷗
外
全
集
;
岩
波
刊
?
未
収
録
の
井
上
通
泰
宛
e
軍
事
郵
便
葉

書
g
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
田
国
芳 

e
不
可
説
g
の
位
置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田 

淳 

e
後
北
游
日
乘
g
の
漢
詩 

⑶ 
―

函
館
;
二
?―

 

安
川
里
香
子 

函
館
の
旅
館
S
角
上
V
に
つ
い
て 

―

安
川
里
香
子
氏
の 

S
後
北
游

日
乘
の
漢
詩
;
２
?
V
を
読
ん
で―

                     

松
木
明
知 

鷗
外
研
究
年
表
;36

?
昭
和
四
十
三
年 
 
 
 
 
 
 

苦
木
虎
雄 

S
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
V
別
冊
特
集 

S
立
原
道
造
V
監
修
の
辞 

川
端
文
学
研
究
会
編
S
掌
の
小
説
V
論 

序 

全
文
が
散
文
詩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

千
葉
中
時
代
の
S
中
学
文
芸
V
な
ど
の
思
い
出 

長
谷
川 

泉 
森
鷗
外
の
足
跡
を
訪
ね
て 

鷗
外
ド
ナ
ウ
紀
行
;
ア
ル
バ
ム
? 
 
 
 
 
 

松
崎
八
千
代 

南
武
先
生
の
思
い
出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

中
国
の
碩
学
李
芒
先
生
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

６９
号 

平
成
十
三
(1

9
9
9

-
七
・
一
九 

森
鷗
外
紀
行 

北
欧
・
独
逸
の
旅 
 
 
 
 
 
 

 

森 

富 

 

森
鴎
外
の
ド
イ
ツ
・
北
欧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

森
鴎
外
文
学
散
歩 

―

北
欧
・
ド
イ
ツ
の
旅―

     
 

 
高
橋 

正 

函
館
と
医
師
高
松
凌
雲
の
こ
と
な
ど 

 
 

―

ツ
è
�
不
参
加
の
弁―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
川
里
香
子 

S
後
北
游
日
乗
V
縁
り
の
旅
ア
ル
バ
ム  

 
 
 

松
崎
八
千
代 

仙
台
の
鴎
外
足
跡
を
訪
ね
て 

 
 
 
 
 

 

 
 

―

平
成
十
二
年
森
鶴
外
記
念
会
旅
行―

 
 
 
 
 

 

 

森 

富 

森
鷗
外
か
ら
芥
川
龍
之
介
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

小
説
に
お
け
る
S
筋
VS
話
V
の
問
題
を 

中
心
に―

  

清
田
文
武 

李
芒
先
生
へ
の
御
追
懐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魏 

大
海 

e
小
倉
日
記
g
明
治
３４
年
正
月
３
�
日
の
謎 
 
 

川
田
国
芳 

森
鷗
外
S
伊
澤
蘭
軒
V
と
鷗
外
書
写
本 

e
伊
澤
■
軒
事
蹟
S
■
軒
公
私
略
V
の
比
較
検
討 

岡
部
健
一 

森
鷗
外
e
雁
g
と
e
金
瓶
梅
g 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

―

物
語
の
交
錯―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

林 

淑
丹 

谷
田
滋
と
斯
文
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

S
異
文
化
V
と
し
て
の
エ
リ
�
ゼ 
 
 
 
 
 
 

真
杉
秀
樹 

ド
ク
タ
� 

ハ
イ
ン
ツ
ゲ
­
ツ
Í
の
葬
儀 
 
 
 

 

中
村
秀
穂 

鷗
外
S
舞
姫
V
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
墓
を
訪
れ
て 

 
 

―

埼
玉
県
秩
父
市
の
武
嶋
務
宅―

 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

Ï
報
告
Ð 

伯
林
・
森
鷗
外
記
念
館
館
長
夫
妻
の
来
館 

 

鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
で
懇
談  

河
野
基
樹
著
出
版
祝
賀
の
つ
ど
い 

 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 



S
鷗
外
V
の
編
集
方
針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

温
故
知
新―

ア
ル
バ
ム―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

７０
号 

平
成
十
四
(2

0
0
0

-
一
・
一
九 

鷗
外
の
論
文
S 

ビ
�
ル
の
利
尿
作
用
に
つ
い
て
V 

武
智
秀
夫 

Ï
書
評
Ð 

森 

網
浄
著 

e
與
三
學
醤
書
g
を
読
む 
 
 
 
 

林 

量
三 

 
 

―

網
浄
は
r
森
鷗
外
の
祖
父―

 

 
 
 
 
 

 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵 

森
潤
三
郎
あ
て
与
謝
野
寛
書
簡
群
の
解
読
;
一
? 

 

―

e
鷗
外
全
集
g
の
企
画
に
関
わ
る
大
正
一
一
年
の
書
簡
を
中
心
に―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

森 

富 

阿
部
武
彦 

渡
辺
善
雄 

チ
3 

ザ
ン
？ 

サ
ザ
ン
？                    

村
岡 

功 

e
鷗
外
図
録
g
中
の
写
真
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 

 

川
田
国
芳 

e
し
が
ら
み
草
紙
g
の
S
詩
月
旦
V 
 
 
 
 

 

 
 

―

森
鷗
外
と
文
壇
批
評
漢
詩―

 
 
 
 
 
 
 
 

合
山
林
太
郎 

森
林
太
郎
の
小
倉
左
遷
の
背
景 

―

台
湾
軍
へ
の
麦
飯
給
与
を
め
ぐ
る
土
岐
■
徳
と
石
黒
直
悳
と
の
大
喧
嘩 

森
林
太
郎
の
小
倉
左
遷
;
前
編
? 
 
 
 
 
 
 

山
下
政
三 

森
鷗
外
e
さ
え
ず
り
g;
独
訳
? 
 
 
 
 
 
 
 

金
子
幸
代 

伊
沢
蘭
軒
と
そ
の
一
族
の
遺
墨 
 
 
 
 
 
 
 

町
泉
寿
郎 

 
 

―

伝
存
資
料
に
よ
る
e
伊
沢
蘭
軒
g
の
検
討―

 
 
 

   

Ï
追
悼
Ð 

笹
渕
友
一
顧
問
を
悼
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

阿
倍
正
路
博
士
を
偲
ぶ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

温
故
知
新―

ア
ル
バ
ム
;
２
? 

 

       

長
谷
川 

泉 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川 

泉 

７１
号 

平
成
一
四
(2
0
0
2

-
七
・
九 

還
東
日
乗
を
読
む
;
二
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
智
秀
夫 

翻
訳  

ロ
�
ト
博
士 

;Prof. Roth

?
と
ホ
フ
マ
ン
博
士   

;Prof.H
ofm

ann

?
か
ら
森
林
太
郎
宛
の
書
簡 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
� 

ベ
ル
リ
ン
森
鷗
外
記
念
館
ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
�
氏
よ
り 

長
谷
川
泉
氏
へ
の
書
簡 
 
 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
� 

鷗
外
研
究
年
表
;38

?
明
治
四
十
四
年 
 
 
 
 

 

鷗
外
研
究
年
表
;39
?
明
治
四
十
四
年
Â
四
十
五
年    

苦
木
虎
雄 

Ï
書
評
ÐS
鷗
外
歴
史
文
学
集
第
十
二
巻
十
三
巻
V 

佐
藤
敬
行 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

長
谷
川
泉 

編
集
後
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
泉 

７２
号 

平
成
一
五
(2

0
0
3

-
一
・
一
九 

澁
江
保
の
事
蹟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

S
鷗
外
小
倉
発
信
２
８
８
号
書
簡
の
整
序
と 

小
倉
発
信
全
書
簡
の
空
欄
補
填
考
V 
 
 
 
 

川
田
国
芳 

Ï
写
真
Ð
平
成 12 

年
の
鷗
外
忌
風
景
;
三
鷹
禅
林
寺
? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ï
新
聞
対
談
Ð
優
れ
た
文
学
は
ジ
3
ン
ル
と
国
を
超
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

サ
イ
デ
ン
ス
テ
­
カ
�
・
北
川
榮
一 

創
造
と
模
倣 

戦
後
日
本
の
詩 
 
 
 
 
 
 
 

李 

徳
純 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵 

森
潤
三
郎
あ
て
与
謝
野
寛
書
簡
群
の
解
読
;
二
? 

―

e
鷗
外
全

集
g
の
編
纂
に
関
わ
る
大
正
一
二
年
以
降
の
書
簡
を
中
心
に―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

森 

富 

阿
倍
武
彦 

渡
辺
善
雄 

e
後
北
游
日
乗
g
縁
り
の
旅
を
終
え
て 

―

平
成
十
二
年
度 

森
鴎
外
記
念
会
主
催
旅
行―

  

                  

森
鷗
外
記
念
会
事
務
局 

吉
倉 

煌 

Ï
書
評
Ð 

 

伊
狩
章
e
鷗
外
・
漱
石
と
近
代
の
文
苑 

 

 
 
 

 

;
付
?
整
・
譲
・
八
一
等
の
回
想
g 

 

小
泉
浩
一
郎 

交
友
五
十
年 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
坂
部
元
秀 

挽
歌 

                            

小
坂
部
元
秀 

鷗
外
文
献
集
纂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

泉 

７３
号 

平
成
一
五
(2

0
0
3

-
一
一
・
二
〇 

都
大
路
の
パ
­
サ
�
ジ
« 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

訂
正
の
訂
正
二
題
r
そ
の
他 



―

e
舞
姫
g
の
舞
台
に
関
し
て―

 
 
 
 
 
 
 

 

 

山
下
萬
里 

特
報 

原
田
直
次
郎
の
友
人
・
画
家
エ
キ
ス
テ
ル 

      

の
系
図
・
出
生
届
な
ど
に
つ
い
て 
 
 

生
熊  

文 

森
林
太
郎
の
小
倉
左
遷
;
中
編
? 
 
 
 
 
 
 

 

山
下
政
三 

鷗
外
の
雪
冤
r
木
下
モ
ト
の
鎮
魂 

―

e
削
除
の
復
元
g
再
考―

                          

村
岡 

功 

森
鷗
外
の
小
倉
転
補
に
つ
い
て 
 

 

 
 
 
 
 

 

川
田
国
芳 

森
鷗
外
の
病
の
光
学―

e
仮
面
g
論―

 
 
 
 
 

  
真
杉
秀
樹 

イ
ボ
タ
虫
の
こ
と
な
ど 

―

明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日
の
鷗
外
日
記
よ
り―

 
 

高
橋
修
司 

鷗
外
研
究
年
表
;40

?
明
治
四
十
五
年
Â
大
正
元
年 

 

苦
木
虎
雄 

森
鷗
外
資
料
目
録 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
／
編
集 

編
集
後
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員
会 

７４
号 

平
成
一
六
(2

0
0
4

-
二
・
二
五 

森
富
所
蔵 

森
潤
三
郎
あ
て
与
謝
野
寛
書
簡
群
の
解
読 

 

―

e
鷗
外
全
集
g
e
日
本
古
典
全
集
g
刊
行
の
経
緯―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

阿
倍
武
彦 

渡
辺
善
雄 

森
鷗
外
と
農
の
心 

―

伊
藤
左
千
夫
e
去
年
g
等
を 

中
心
に―

 
 
 
 
 

遠
藤
誠
治 

鷗
外
と
魯
迅
の
³
諦
観
µ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
川
民
男 

畏
友 

森
林
太
郎
と
乃
木
希
典
が
遺
し
た
S
日
露
戦
役
忠
魂
碑
V 

                                       

宮
田
忠
郎 

S
歌
舞
伎
V
の
翻
訳
劇 

―

明
治
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て―

           

金
子
幸
代 

 

森
鷗
外
の
S
多
摩
武
蔵
野
実
視
行
V
を
た
ど
る 

   ―

明
治
三
十
一
年
;
一
八
九
八
?
十
一
月
の
日
記
よ
り―

 
 

 

                                               

高
橋
修
司 

森
鷗
外
資
料
目
録 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
／
編
集 

編
集
後
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員
会 

７５
号 

平
成
一
六
(2

0
0
4

-
七
・
二
八 

森
鷗
外
と
常
磐
会―

主
に
会
の
発
意
者
に
つ
い
て―

 
 

中
村
文
雄 

森
鷗
外
・
中
里
介
山
に
お
け
る
非
戦
の
系
譜 
 
 
 
 
 

 
 

―
ト
ル
ス
ト
イ
・
内
田
魯
庵
に
も
触
れ
て―

 
 
 
 
 

遠
藤
誠
治 

森
林
太
郎
の
小
倉
左
遷
;
後
編
?             

山
下
政
三 

日
本
の
現
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
鷗
外
の
一
言 

 

―

小
説
e
最
後
の
一
句
g
を
考
え
る―

 
 
 
 
 
 
 

宮
田
忠
郎 

武
士
道
と
ニ
�
チ
Í 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
川
民
男 

S
鷗
外
V
号
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

川
田
国
芳 

S
舞
姫
V
の
太
田
豊
太
郎
の
母
を
め
ぐ
ô
て
;
一
? 

                                
 
 
 

 

三
浦
吉
明 

歩
く
鷗
外
を
見
つ
け
た
！  

―

鷗
外
動
画
発
見
の
記
録―

 

 
 

               

鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
職
員 

大
澤
恵
子 

ス
ク
リ
�
ン
上
を
動
く
作
家 
 
 

ベ
ア
�
テ
・
ウ
Í
�
バ
� 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

;
訳 

野
村
美
紀
子
? 

編
集
後
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員
会 

７６
号 

平
成
一
七
(2

0
0
5

-
一
・
二
八 

啓
蒙
思
想
家
と
し
て
の
五
条
秀
麿 

 

―

S 

藤
棚
V
を 

中
心
に―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
佳
代
子 

若
き
日
の
森
鴎
外
と
e
荘
子
g
の
S
性
命
V
論 
 

清
田
文
武 

S
舞
姫
V
の
太
田
豊
太
郎
の
母
の
死
を
め
ぐ
ô
て
;
二
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
吉
明 

森
鴎
外
・
国
木
田
独
歩
に
お
け
る
博
愛
と
愛
国
心 

―

ト
ル
ス
ト
イ  

e
戦
争
と
平
和
g
を
出
発
点
に―

 

 
 
 

遠
藤
誠
治 

鷗
外
と
唯
識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
川
民
男 

日
本
の
住
宅
に
つ
い
て
の
民
族
学
的
衛
生
学
的
研
究 

  
―

森
林
太
郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
田
渙
訳 

平
成
１３
年
版 

森
鷗
外
資
料
目
録 

追
録
３ 

７７
号 

平
成
十
七
(2

0
0
5

-
七
・
二
八 

森
潤
三
郎
小
伝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富 

森
潤
三
郎
と
e
日
本
古
典
全
集
g 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

富
・
阿
部
武
彦
・
渡
辺
善
雄 

鷗
外
と
脚
気
問
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
川
民
男 

日
露
戦
争
時
の
森
林
太
郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
下
政
三 



e
舞
姫
g―

S
ク
ロ
ス
テ
ル
巷
の
古
寺
V
考―

 
 

藤
咲
憲
一 

悲
運
の
漢
醫 

多
紀
晴
之
助
氏
探
訪
記 

 
 

森
林
太
郎
の
記
述
に
秘
め
る 

深
遠
な
含
蓄
を
知
る―

 

宮
田
忠
郎 

筑
摩
蔵
書
板
e
父
親
と
し
て
の
森
鷗
外
g
人
名
索
引 

 
 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
鷗
外
記
念
室
担
当
作
成 

７８
号 

平
成
一
八
(2

0
0
6

-
一
・
二
八 

S
鷗
外
の
恋
人
は
e
賎
女
g
だ
ô
た
V
へ
の
異
見 
 

平
林 

司 

S
鷗
外
の
恋
人
は
e
賎
女
g
だ
ô
た
V
に
反
論
す
る 

荻
原
雄
一 

鷗
外
二
題 

―

戦
争
・
天
皇
の
こ
と 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
誠
治 

e
か
の
や
う
に
g
を
巡
ô
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
川
民
男 

石
黒
直
悳
r
森
鴎
外
の
ア
ヴ
è
号
船
上
漢
詩
の
応
酬 

 
 

―

離
郷
三
載
帰
郷
ヲ
恐
ル―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

髙
橋
陽
一 

e
舞
姫
g
の
舞
台
に
関
す
る
補
注 
 
 
 
 
 

 

山
下
萬
里 

e
舞
姫
g―

S
ク
ロ
ス
テ
ル
巷
の
古
寺
V
考―

補
説 

藤
咲
憲
一 

平
成
１３

年
版
森
鷗
外
資
料
目
録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
京
区
立
鷗
外
記
念
本
郷
図
書
館
編 

７９
号 

平
成
一
八
(2

0
0
6

-
七
・
三
一 

S
江
口
襄
軍
医
の
留
学
事
情
V                 

髙
橋
陽
一 

e
舞
姫
g 

 
 

―

S
ミ
ス 

エ
リ
�
ゼ
・
ヴ
«
�
ゲ
ル
ト
V
試
論―

    

藤
咲
憲
一 

e
大
塩
平
八
郎
g
と
e
津
下
四
郎
左
衛
門
g 
 
 

安
川
民
男 

森
潤
三
郎
著
作
捕
遺 

                      

森 

富 

８０
号 

平
成
一
九
(2

0
0
7

-
一
・
三
一 

 

前
理
事
長 

長
谷
川
泉
先
生
追
悼
記
念
号
(
一
九
一
八
�
二
〇
〇
四
- 

詩
人
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
河
■
弘 

e
後
北
游
静
日
乘
g
の
足
跡
と
漢
詩 

 
 

―

青
森―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
川
里
香
子 

森
鷗
外
の
近
代
劇
邂
逅 

S
ミ
カ
ド
V
か
ら
e
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
g
へ―

 

  

金
子
幸
代 

不
可
知
な
る
自
己 

 

 

―

�
鷗
外
�
的
問
題
構
制
の
始
発
点
へ
向
け
て 

 

 
 

大
石
直
記 

講
演
e
舞
姫
g
の
新
し
い
読
み
方
;
上
? 

 

―
機
能
と
し
て
の
�
語
り
�―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中 

実 
一
葉
作
品
に
向
け
ら
れ
た
鷗
外
の
視
線 

 
 
 
 

 

畑 

有
三 

森
鷗
外
の
�
戦
争
�
に
お
け
る 

�
文
学
�
の
位
棺 

 

―

�
詩
を
要
求
す
る
�
心
の
軌
跡
と
文
学
の
力―

 
 
 
 

林 

正
子 

鷗
外
S
沈
黙
の
塔
V
の
余
波 

 
―

池
辺
三
山
の
朝
日
新
開
退
社
と
散
石
の
S
文
芸
欄
V
廃
止―

 

                                               

渡
辺
善
雄 

秀
麿
・
秋
水
・
ハ
ル
ナ
­
ク 

    ―

e
か
の
や
う
に
g
論
補
完
の
た
め
に―

 
 
 
 

 
大
塚
美
保 

Rom
antique

とré alistique 

 
 

―

森
鷗
外
S
藤
鞠
絵
V
試
論―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
郡
康
人 

鷗
外
e
諸
国
物
語
g
の
位
相 
 
 
 
 
 
 
 

 

須
田
喜
代
次 

鷗
外
史
伝
小
説
の
人
々 

―

多
紀
■
庭
を
め
ぐ
ô
て―

 

小
川
康
子 

鷗
外
最
晩
年
の
患
索 

―

S
古
い
手
帳
か
ら
V
な
ど―

 

川
上
俊
之 

石
川
淳
S
古
い
手
帳
か
ら
V 

論
の
修
辞
法 

 
 

―

鷗
外
を
S
敵
V
と
す
る
も
の―

 
 
 
 
 
 
 
 

小
泉
浩
一
郎 

佐
藤
春
夫
の
詩
と
鷗
外 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
田
文
武 

資
料
紹
介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
一
穎 

８１
号 

平
成
一
九
(2

0
0
7

-
七
・
三
〇 

鷗
外
の
S
日
東
七
客
歌
V
新
釈
補
遺 

 
 

―

そ
の
三
重
構
造―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

e
舞
姫
g―

S
ク
ロ
ス
テ
ル
巷
の
古
寺
V
考―

補
説
二 
 

藤
咲
憲
一 

S
舞
姫
事
件
V
研
究
の
意
義
と
そ
の
重
要
性 

 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
一
?―

 

             

林 

尚
孝 

鷗
外
最
後
の
遺
言
状
と
そ
の
周
辺 

            

安
川
民
男 

S
文
づ
か
ひ
V
の
デ
�
ベ
ン
城 

              

川
上
俊
之 

ク
ラ
ブ
ン
ト 

―

旅
の
追
憶―

 

        

ベ
ア
�
テ
・
ヴ
ä
ン
デ 

Ï
書
評
Ð 

鷗
外
研
究
は
い
か
に
し
て
拓
く
か 

 

―

苦
木
虎
雄
編
著
e
森
鷗
外
主
筆
・
主
宰
雑
誌
目
録
g―

 

  

田
中 

実 

Ï
特
別
寄
稿
Ð 



S
二
本
足
の
学
者
V 

 
 

森
鷗
外
を
論
ず
る
に
は
い
か
な
る
視
野
が
大
切
か―

 

平
川
■
弘 

８２
号 

平
成
二
〇
(2

0
0
8

-
一
・
一
九
日 

Ï
遺
稿
Ð 

e
舞
姫
の
古
寺
g 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
俊
之 

e
舞
姫
g―

S
ク
ロ
ス
テ
ル
巷
の
古
寺
V
考―

補
説
三 
 

藤
咲
憲
一 

S
逐
客
論
V
及
び
S
秋
風
恨
V
再
考 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

来
日
ド
イ
ツ
人
女
性
は
エ
リ
�
ゼ
・
ヴ
«
�
ゲ
ル
ト
で
あ
る 
 

 

 
 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
二
?―

 
 
 
 
 
 
 

 
林 

尚
孝 

手
記
を
書
く
語
り
手
r
語
り
手
を
捉
え
る 

  

�
機
能
と
し
て
の
語
り
�―

e
舞
姫
g
再
読―

 

      

田
中 

実 

退
役
後
の
森
林
太
郎
と
臨
時
脚
気
病
調
査
会 

    

山
下
政
三 

森
鷗
外
の
S
後
北
游
日
乘
V
と
S
北
游
記
V
に
関
連
し
て 

                                      

 

松
木
明
知 

e
椋
鳥
通
信
g
と
カ
�
ル
・
マ
イ 

   ―

コ
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ
«
と
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
一
考
察―

 

 

                             

ベ
ア
�
テ
・
ヴ
ä
ン
デ 

８３
号 

平
成
二
十
(2

0
0
7

-
七
・
三
〇 

森
鷗
外
の
S
後
北
游
日
乘
V
r
S
北
游
記
V
に
関
連
し
て
;
二
? 

 
 

―

安
川
氏
の
論
文
を
読
ん
で―

 
 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

e
文
づ
か
ひ
g 

再
々
読
;
前
編
? 

 
 

―

�
機
能
と
し
て
の
諮
り
;
手
?�
で
囲
い
込
む―

 
 
 

田
中 

実 

エ
リ
�
ゼ
は
ミ
«
ン
ヘ
ン
の
S
舞
師
V
で
あ
る 

 
 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
三
?—

 
 
 
 
 
 
 

林 

尚
孝 

も
う
一
つ
の
鶴
外
の
漢
詩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

鷗
外
旧
蔵  

e
獄
中
消
息
g;
大
逆
事
件
被
告
獄
中
書
簡
写
し
?
を
め

ぐ
ô
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
塚
美
保 

学
軒
吉
田
増
藏
の
事
蹟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
岡 

功 

グ
リ
ン
マ
・
デ
�
ベ
ン
城
の
フ
ä
ン
・
ベ
口
ウ
家
訪
問
�  

 

二
〇
〇
七
年
八
月 

―

一
ひ
と
り
の
婦
人―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
美
奈
子 

S
鷗
荘
V
に
あ
ô
た
遺
品
を
考
え
る 
 
 
 
 
 

宮
田
忠
郎 

８４
号 

平
成
二
十
一
(2

0
0
8

-
一
・
三
〇 

鷗
外
の 
S
北
游
日
乘
V
に
表
れ
た
S
手
児
奈
□
と
津
軽
方
言 

S
て

こ
な
V 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

e
後
北
游
日
乘
g
の
足
跡
と
漢
詩 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
青
森
�
岩
手―

       

安
川
里
香
子 

エ
リ
�
ゼ
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
い 

 
 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
四
?―

 
 
 
 
 
 
 
 

林 

尚
孝 

欧
州
行
時
の
漢
詩
石
黒
直
悳 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
陽
一 

木
下
杢
太
郎
直
筆
の
S
鷗
外
博
士
の
訂
正
e
オ
ル
フ
Í
ウ
ス
g
V
の

浄
書
原
稿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀧
井
敬
子 

鷗
外
と
石
見 

 

―

遺
言
の
S
石
見
人
森
林
太
郎
V
が
意
味
す
る
も
の―

 
 

池
野 

誠 

S
語
り
え
ぬ
も
の
V
を
言
語
る 

 

 

 ―

e
文
づ
か
ひ
g 

再
々
読
; 

中
編
?―

 
 
 
 
 
 
 

田
中  

実 

８５
号 

平
成
二
十
一
(2

0
0
8

-
七
・
三
一 

未
翻
刻
森
鷗
外
書
翰
紹
介 

―

東
京
大
学
総
合
図
書
館
鷗
外
文
庫
蔵 

e
宗
旨
雑
記
よ
り
g―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
山
林
太
郎
・
出
口
智
之 

議
論
の
あ
る
鷗
外
の
漢
詩
四
書 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

森
鷗
外
の
S
後
北
游
日
乘
V
と
三
好
中
将
の
検
閲
使 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
木
明
知 

８６
号 

平
成
二
二
(2

0
1
0

-
一
・
三
一 

鷗
外
の
留
学
時
代
の
漢
詩
四
首
に
つ
い
て
の
異
論 

髙
橋
陽
一 

鷗
外
に
は
エ
リ
�
ゼ
と
結
婚
す
る
意
志
が
な
か
ô
た
か 

    ―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
五
?―

             

林 

尚
孝 

S
後
北
日
乗
V
の
足
跡
と
漢
詩 

 

   
―

岩
手―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安
川
里
香
子 

ふ
た
た
び
r
S
エ
リ
ス
r
ユ
ダ
ヤ
人
論
V         

荻
原
雄
一 

雅
号
印
S
鷗
外
V 
 
 
 
 
 
 

表
４
＊
以
下
r
一
〇
〇
号
ま
で
同
じ 

８７
号 

平
成
二
二
(2

0
1
0

-
七
・
三
一 

鷗
外
ナ
ウ
マ
ン
論
争
再
考 



―

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
�Beilage zur Allgem

einen Zeitung

� 

 

[

鷗
外
手
訳
S
鷗
外
ナ
ウ
マ
ン
論
争
V
紙
集]

発
見
を
契
機
と
し
て 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
元
直
樹 

石
黒
忠
悳
欧
州
行
時
の
漢
詩
補
遺 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

神
田
孝
夫
の
先
駆
的
論
文
に
つ
い
て 

  
―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
六
?―

                  

林 

尚
孝 

森
鷗
外
と
外
崎
覚 

  
―

e
渋
江
抽
斎
g
の
歴
史
地
図                
 
 

村
上
祐
紀 

Ï
報
告
Ð 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

記
念
会
会
長 
山
崎
一
穎 

８８
号 

平
成
二
三
(2

0
1
1

-
一
・
三
一 

潘
飛
聲
の
e
伯
林
竹
枝
詞
g 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

小
金
井
日
記 

S
軍
医
学
舎
一
件
ア
リ
V
の
意
味
す
る
も
の 

 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
七
?―

 
 
 
 
 
 
 
 

 

林 

尚
孝 

S
皇
族
V
を
書
く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
上
祐
紀 

森
鷗
外
S
吃
逆
V
論―

�
対
等
�              

原 

貴
子 

Ï
寄
稿
Ð 

S
文
化
の
翻
訳
V
と
先
駆
者
森
鷗
外 
 
 
 
 
 

長
島
要
一 

Ï
特
集
Ð 

�N
H

K
 

ハ
イ
ビ
ジ
þ
ン
特
集
S
鷗
外
の
恋
人―

百
二
十
年
後

の
真
実
V
を
見
て
�  

ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
・
ベ
ア
�
テ
・
ヴ
ä
ン
デ
／
村
岡 

功
／
林 

尚
孝
／ 

髙
橋
陽
一
／
荻
原
剛
志
一 

８９
号 

平
成
二
三
(2

0
1
1

-
七
・
三
一 

森
鷗
外
S
身
上
話
V
の
構
成
と
人
物
描
写 
 
 
 

清
田
文
武 

再
び
森
鷗
外
詩
の
e
逐
客
相
遇
g
に
つ
い
て 

  
―

古
田
島
解
釈
へ
の
疑
問                     

髙
橋
陽
一 

鷗
外
の
帰
国
か
ら
エ
リ
�
ゼ
の
離
日
ま
で 

  
―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
八
?                 

林  

尚
孝 

Ï
書
評
Ð 

 

六
草
い
ち
か
著
e
鷗
外
の
恋 

舞
姫
の
エ
リ
ス
の
真
実
g
を
読
む                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
一
穎 

９０
号 

平
成
二
四
(2

0
1
2

-
一
・
三
一 

森
鷗
外
の
遺
墨
な
ど 
 
 
 
 

              

髙
橋
陽
一 

森
林
太
郎
の
S
小
倉
左
遷
V
を
め
ぐ
る
余
話 

    

山
下
政
三 

森
鷗
外
S
里
芋
の
芽
と
不
動
の
目
V
論 

 

―

階
層
の
拘
束
力
原 

貴
子 

渋
江
抽
斎
の
嗣
子
S
保
V;
成
善
r
道
陸
?
の
生
年
と
名
に
つ
い

て                                  

 
 

松
木
明
知 

ド
レ
ス
デ
ン
時
代
の
鷗
外
と
や
き
も
の        

 

大
平
雅
巳 

９１
号 

平
成
二
四
(2

0
1
2

-
七
・
三
一 

 

 
―

鷗
外
生
誕

１５０

年
記
念
号
r 

    ****

特
別
寄
稿**** 

ゲ
�
テ
の
イ
タ
リ
ア
と
鷗
外
の
イ
タ
リ
ア 
 
 
 

平
川
祐
弘 

百
年
前
の
森
鷗
外                          

長
島
要
一 

森
鷗
外
と
津
和
野                          

松
島 

弘 

祖
父
森
林
太
郎
・
;
鷗
外
遺
品
の
名
刺
の
写
真
? 

小
堀
鷗
一
郎 

S
舞
姫
V
と
売
春                          

渡
辺
善
雄 

e
文
づ
か
ひ
g
誕
生
の
現
場  

―

森
鷗
外
の
テ
ク
ス
ト
生
成
過
程―

             

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

檀
原
み
す
ず 

小
林
士
官
の
想
像
力 

―
 

森
鷗
外
S
文
づ
か
ひ
V―

   

古
郡
康
人 

鷗
外
と
易
学
を
め
ぐ
り 

   
―

e
う
た
日
記
g
の
俳
句
か
ら―

                

小
川
康
子 

森
林
太
郎
の
医
学
大
業
績 

―

臨
時
脚
気
病
調
査
会―

  

山
下
政
三 

e
椋
鳥
通
信
g
に
お
け
る
鷗
外
の
引
用
戦
略  

   
―

S
市
民
的
公
共
圏
V
を
求
め
て 

―
             

金
子
幸
代 

鷗
外
S
椋
鳥
通
信
V
時
代
の
情
報
圏  

  
―

一
九
一
四
年
の
切
断―

                      

山
口 

徹 

穂
積
家
の
滅
亡  

―
 

S
蛇
V
を
読
む 

―
            

酒
井 

敏 

鷗
外
S
百
物
語
V
と
e
歌
舞
伎
新
報
g           

目
野
由
希 

鷗
外
の
詩
S
擡
頭
見
喜
V
か
ら
小
説
S
鼠
坂
V
へ  

清
田 

文
武 

ふ
た
り
の
女
形  

―
 

森
鷗
外
S
女
が
た
V
と
三
島
由
紀
夫
S
女
方
V―

 

                                        

藤
木
直
実 

鷗
外
訳
e
フ
è
ウ
ス
ト
g
へ
の
視
線   

―
 

翻
訳
後
百
年 

―
  



                                        

松
木 

博 

文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
�
夢
�
の
威
力
r
な
い
し
は
権
能 

  
―

S
山
椒
大
夫
V
の
生
成
過
程
に
即
し
て―

          

大
石
直
記 

雪
冤
の
戦
略  

─

森
鷗
外
e
津
下
四
郎
左
衛
門
g
論─

    

大
塚
美
保 

作
品
S
余
興
V
の
位
置                     

小
泉
浩
一
郎 

言
葉
を
発
し
な
い
女  

―

森
鷗
外
S
ぢ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
V
論―

  

                                        

小
林
幸
夫 

e
渋
江
抽
斎
g
成
立
の
背
景
と
漢
方
医
学 

  
―

渋
江
保
r
佐
藤
元
萇
r
中
村
不
折
の
新
し
い
視
座―

  
油
井
富
雄 

好
古
と
考
古  

―
 

森
鷗
外
S
烏
八
臼
の
解
釈
V
と
e
伊
沢
蘭
軒
g―

 

                                        

村
上
祐
紀 

第
十
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
第
二
部
審
査
主
任
・
森
林
太
郎
の

激
怒  

―
 

国
民
美
術
協
会
と
鷗
外 

―
            

須
田
喜
代
次 

曾
祖
母
の
家                              

森
美
奈
子 

森
鷗
外
r
父
と
祖
父
・
祖
母
を
通
し
て          

岸 

敬
二 

森
鷗
外
の
結
核 

付
弟
篤
次
郎
の
剖
検
記
録       

森 

憲
二 

資
料
紹
介 

一 

旧
赤
松
家
記
念
館
訪
問
記 

 
 
 
 
 
 

二 

S
東
京
医
学
校
V
入
学
志
願
者
募
集
要
項 

 

                                      

山
崎
一
穎 

Ï
投
稿
論
文
Ð 

e
雑
纂
g
中
に
埋
も
れ
て
い
た
森
鷗
外
の
漢
詩
四
首 

髙
橋
陽
一 

千
賀
は
S
ち
が
V
か
S
仙
賀
V
か 

  
―

e
舞
姫
g
の
二
人
の
モ
デ
ル
;
下
?―

            

山
下
萬
里 

森
鷗
外
の
小
倉
時
代
r
S
戦
論
V
翻
訳
を
め
ぐ
ô
て 

石
井
郁
男 

９２
号 

平
成
二
五
(2

0
1
3

-
一
・
三
一 

森
鷗
外
と
赤
松
登
忘
子
の
r
離
婚
に
至
る
経
緯       

 

―

結
婚
経
緯
補
足
を
含
め
r
赤
松
文
書
紹
介―

;
第
１
回
? 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

 
 
 
 
 
 
 
 

 

杉
本
完
治 

森
鷗
外
の
漢
詩
解
釈
ノ
�
ト
;
一
? 
 
 
 
 
 

 

髙
橋
陽
一 

S
独
逸
日
記
V
の
少
女
フ
è
ン
ニ
イ
と
エ
リ
�
ゼ 

    

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
九
?                   

林 

尚
孝 

現
場
の
論
理―

森
鷗
外
S
蛇
V
論 
 
 
 
 
 
 

 

原 

貴
子 

Ï
書
評
Ð 

六
草
い
ち
か
の
調
査
に
お
け
る
成
果
と
問
題
点 

  
―

エ
リ
ス
r
ユ
ダ
ヤ
人
論
の
観
点
か
ら―

 
 
 
 
 
 

 

荻
原
雄
一 

S
鷗
外
V
第
九
十
一
号
;
平
成
二
十
四
年
七
月
?
掲
載
の
e
資

料
紹
介
g
の
訂
正
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
崎
一
穎 

９３
号 

平
成
二
五
(2

0
1
3

-
七
・
三
一 

炉
辺
談
話 

祖
父
の
観
潮
楼
跡 
 
 
 
 
 
 
 

 

森
哲
太
郎 

森
鷗
外
と
赤
松
登
志
子
の
離
婚
顛
末
;
二
? 

 

―

結
婚
経
緯
補
足
を
含
め
r
赤
松
文
書
紹
介―

 
 
 
 

杉
本
寛
治 

森
鷗
外
の
漢
詩
解
釈
ノ
�
ト
;
二
?  

  
―

e
後
北
游
日
乗
g
の
漢
詩
五
首―

 
 
 
 
 
 
 

髙
橋 

陽
一 

映
画
e
一
八
九
五
g
に
表
象
さ
れ
た
鷗
外
像       

林 

淑
丹 

＊
＊
}
鷗
外
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
・
行
事 

特
集
�
＊
＊ 

 

・
森
鷗
外
記
念
館
;
津
和
野
?
主
催 

   

森
鷗
外
生
誕150 

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

   

S
雁
V
を
め
ぐ
ô
て 

              

パ
ネ
リ
ス
ト 

小
泉 

浩
一
郎
・
清
田 

文
武
・
田
中 

実 

               

コ
�
デ
«
�
ネ
�
タ
� 

山
崎 

一
穎 

               

司
会 

齋
藤
道
夫 

 

・
森
鷗
外
記
念
会
主
催  

 

 

森
鷗
外
生
誕150 

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

    
―

森
鷗
外
研
究
の
新
た
な
地
平
を
拓
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基
調
講
演  

平
川
祐
弘 

   

パ
ネ
リ
ス
ト 

長
島
要
一
／M

atilde M
astrangelo 

   

司
会 

山
崎
一
穎 

・
鷗
外
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
・
行
事 

報
告 

                                      

事
務
局
よ
り 

e
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
g
か
ら
e
彌
五
右
衛
門
g
を
思
う 

                                        

髙
橋
修
司 

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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特
別
寄
稿
Ð 



森
鷗
外
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キ
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リ
�
夫
人
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関
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e
現
代
化
学
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月
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o.503

よ
り
転
載
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立
花
太
郎 

Ï
資
料
報
告
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資
料
一
全
集
未
収
の
S
人
体
の
自
然
美
V 

 

資
料
二
S
美
人
画
報
V
に
載
ô
た
S
藤
巴
V           

水
沼
次
郎 

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

記
念
会
通
信 

索
引
;
創
刊
か
ら
一
一
七
号
ま
で
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ベ
ル
リ
ン
森
鷗
外
記
念
館 

赤
嶺
麻
衣
子 

Ï
訂
正
記
事
Ð                               
事
務
局 

９４
号 

平
成
二
六
(2

0
1
4

-
一
・
三
一 

森
鷗
外
e
航
西
日
記
g
漢
詩
の
瑕
瑾
？  

 
 
 
 

髙
橋
陽
一 

森
鷗
外
と
赤
松
登
志
子
の
r
離
婚
に
至
る
経
緯 

 

―

結
婚
経
緯
補
足
を
含
め
r
赤
松
文
書
紹
介―

 
 
 
 

杉
本
完
治 

末
は
博
士
か
大
臣
か―

森
鷗
外
と
千
賀
鶴
太
郎
と
小
松
原
英
太
郎―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

山
下
萬
里 

 

―

機
関
誌
e
鷗
外
g
の
内
容
と
そ
の
投
稿
規
定
に
つ
い
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員
会 

Ï
訂
正
と
お
わ
び
Ð 

 
 
 
 
 
 
 

S
鷗
外
９３
号
V
編
集
作
業
担
当 

倉
本
幸
弘 

９５
号 

平
成
二
六
(2

0
1
4

-
七
・
三
一 

S
舞
姫
V
は
な
ぜ
一
八
九
〇
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
の
か 

 

―

S
舞
姫
事
件
V
考
;
そ
の
一
〇
?―

 
 
 
 
 
 
 

林 

尚
孝 

土
木
学
会
選
奨
旭
川
軍
用
水
道
と
森
林
太
郎
; 

鷗
外
? 

陸
軍

省
医
務
局
長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴
木 

繁 

Ï
資
料
紹
介
Ð 

森
於
莵
の
S
一
夜
V;
付
翻
刻
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水
沼
次
郎 

９６
号 

平
成
二
七
(2

0
1
5

-
一
・
三
一 

関
澄
桂
子 

―

千
住
時
代
森
鷗
外
の
交
友
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大
塚
美
保 

森
鷗
外
の
漢
詩
解
釈
ノ
�
ト
;
三
? 

  
―

�
庚
辰
歳
旦
酔
歌
�
と
e
北
游
日
乗
g
の
五
首―

 
 
 

髙
橋
陽
一 

S
舞
姫
V
の
太
田
豊
太
郎
の
母
の
死
を
め
ぐ
ô
て 

三
浦
吉
明 

Ï
報
告
Ð 

文
京
区
立
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藤
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夫
書
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森
於
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作
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幸
弘 

９７
号 

平
成
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七
(2

0
1
5

-
七
・
三
一 

鷗
外
が
ベ
ル
リ
ン
で
見
た
パ
ノ
ラ
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―

S
ペ
ル
ガ
モ
ン
・
パ
ノ
ラ
マ
V
に
つ
い
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倉
林 

靖 

続
・
関
澄
桂
子 

―

千
住
時
代
森
鷗
外
の
交
友
圏―

 

  

大
塚
美
保 

森
鷗
外
の
漢
詩
解
釈
ノ
�
ト
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四
? 

 

―

詩
の
核
心
部
分
に
異
論
の
あ
る
四
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高
橋
陽
一 

S
青
年
V
に
描
か
れ
た
大
宮
公
園 
 
 
 
 
 
 

沼
田
尚
道 

森
於
菟
の
小
説
S
樊
遅
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夢
V
と
e
世
界
人
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付
・
戦
後
十
年
間
の
鷗
外
関
連
著
作
一
覧 
 
 
 
 
 

水
沼
二
郎 

鷗
外
の
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山
田
𣝣
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め
ぐ
る
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集
成 

山
崎
一
穎 

９８
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平
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八
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0
1
6

-
一
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三
一 

森
鷗
外
と
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ブ
リ
エ
ル
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マ
­
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美
留
町
義
雄 

森
鷗
外
の
漢
詩
解
釈
ノ
�
ト
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五
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―
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藤
敬
行
の
指
摘
に
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い
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鷗
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９７
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成
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e
鷗
外
g
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作
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鷗
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記
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鷗
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譜
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い
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崎
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鷗
外
の
孫
・
山
田
𣝣
の
命
名
を
め
ぐ
る
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簡
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沢
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森
鷗
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見
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題
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髙
橋
陽
一 

鷗
外
の
歴
史
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説
に
対
す
る
中
国
語
訳
史
概
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王 

小
允 

S
壽
阿
彌
の
手
紙
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―

桑
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関
す
る
情
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棠
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鷗
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書
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本
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鷗
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壽
阿
弥
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杉
本
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鷗
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詩
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一 
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鷗
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館
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料 
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書
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昭 

Ï
資
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渋
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抽
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g
か
ら
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沢
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軒
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康
子 
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外
の
S
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つ
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